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１．東北地方整備局関係 平成２８年度事業概要 

①平成２８年度事業のポイント 

 

「東日本大震災からの復興加速」、「国民の安全・安心の確保」、「東

北を元気に」の３分野に重点的に取り組みます。 

 
○ 復興・創生期間における新たな枠組みに基づき、道路、河川、港湾

等基幹インフラの整備を推進し、これらを活かした新たな物流網の

形成に取り組みます。また、震災の記憶と教訓を後世に伝えるため

の取り組みを推進します。 

（資料－１、２） 

 

○ 気候変動等に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害に対し、治水対

策を計画的に実施します。また、新たに「水防災意識社会 再構築ビ

ジョン」としてハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進します。 

（資料－３） 

 

○ 道路の防災・震災対策や、代替性の確保のための道路ネットワーク

の整備を推進します。また、通学路の事故対策など暮らしの安全に

資する事業を推進します。 

（資料－４） 

 

○ 道路、河川、港湾施設の老朽化に対応するため、着実な点検・修繕・

更新等の対策を推進します。 

（資料－５） 

 

○ 東北圏広域地方計画の実現に向け、「コンパクト＋ネットワーク」の

形成、日本海・太平洋の２面活用強化、観光支援等を取り組みます。 

（資料－６、７） 

 

○ ストック効果や建設現場の物語等を、スマホアプリ、ホームページ

により情報発信を行います。また、ＩＣＴ活用により生産性向上を

図る「i-Construction」や、技能人材確保・育成を推進します。 

（資料－８、９） 
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１．東北地方整備局 平成２８年度 当初予算  

 

国交省計上分   事業費 ４，９３８億円      [0.97] （5,078 億円） 

   内 訳 

   ・直轄 １，８９３億円                     [0.96] （1,969 億円） 

    ・補助 ３，０４６億円                     [0.98] （3,109 億円） 

          うち社会資本総合整備 ２，８１１億円    [0.96] （2,942 億円） 

            

復興庁計上分   事業費 ４，３３８億円          [1.14] （3,820 億円） 

   内 訳 

   ・直轄 ２，６４１億円                     [1.19] （2,222 億円） 

    ・補助 １，６９７億円                     [1.06] （1,598 億円） 

          うち社会資本総合整備 １，５９２億円    [1.05] （1,524 億円） 

 

 

 合  計    事業費 ９，２７７億円     [1.04] （8,898 億円） 

   内 訳 

   ・直轄  ４，５３４億円          [1.08] （4,191 億円） 

     ・補助  ４，７４３億円                   [1.01] （4,707 億円） 

          うち社会資本総合整備  ４，４０３億円  [0.99] （4,466 億円） 

 

 

[前年比]  (H27 当初) 
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東北地方整備局事業費(国交省計上）

（直轄事業＋補助事業） （単位：百万円）

72,235 77,556 0.93

699 699 1.00

122,500 120,654 1.02

5,399 5,835 0.93

899 1,165 0.77

7,022 4,788 1.47

903 360 2.51

1,720 1,339 1.28

51 － －

787 722 1.09

281,161 294,176 0.96

463 503 0.92

493,839 507,797 0.97

直轄事業費

63,129 69,192 0.91

699 699 1.00

116,214 117,496 0.99

5,349 5,785 0.92

899 1,165 0.77

1,720 1,339 1.28

787 722 1.09

463 503 0.92

189,260 196,901 0.96

補助事業費

9,106 8,364 1.09

6,286 3,158 1.99

50 50 1.00

7,022 4,788 1.47

903 360 2.51

51 － －

281,161 294,176 0.96

304,579 310,896 0.98

下 水 道

下 水 道

H27年度
当初予算

（Ｂ）

H27年度
当初予算

（Ｂ）

倍率
(A/B)

H28年度
当初予算

（Ａ）

H27年度
当初予算

（Ｂ）

倍率
(A/B)

倍率
(A/B)

H28年度
当初予算

（Ａ）

H28年度
当初予算

（Ａ）

住 宅 対 策

道 路 整 備

国 営 公 園 等

合 計

道 路 整 備

官 庁 営 繕

市 街 地 整 備

港 湾 整 備

道 路 整 備

治 水

海 岸

都 市 水 環 境 整 備

治 水

海 岸

港 湾 整 備

空 港 整 備

国 営 公 園 等

合 計

市 街 地 整 備

官 庁 営 繕

社 会 資 本 総 合 整 備

港 湾 整 備

住 宅 対 策

社 会 資 本 総 合 整 備

治 水

合 計

空 港 整 備

都 市 水 環 境 整 備

 
※端数処理の関係上、合計値と一致しない場合がある。 

※直轄の事業費は、業務取扱費を除く金額（工事関係費）で記載。 

※本表の他、直轄の災害復旧費として 756 百万円がある。 
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東日本大震災からの復旧・復興対策に係る経費(復興庁計上）

（直轄事業＋補助事業） （単位：百万円）

7,712 7,258 1.06

241,282 199,888 1.21

25,086 22,299 1.12

526 200 2.63

159,243 152,363 1.05

433,849 382,008 1.14

直轄事業費

7,712 7,258 1.06

231,882 193,048 1.20

23,997 21,699 1.11

526 200 2.63

264,117 222,205 1.19

補助事業費

9,400 6,840 1.37

1,089 600 1.82

159,243 152,363 1.05

169,732 159,803 1.06合 計

治 水

社 会 資 本 総 合 整 備

港 湾 整 備

国 営 公 園 等

治 水

倍率
(A/B)

H28年度
当初予算

（Ａ）

H27年度
当初予算

（Ｂ）

H28年度
当初予算

（Ａ）

H28年度
当初予算

（Ａ）

社 会 資 本 総 合 整 備

合 計

道 路 整 備

道 路 整 備

港 湾 整 備

倍率
(A/B)

倍率
(A/B)

合 計

港 湾 整 備

道 路 整 備

国 営 公 園 等

H27年度
当初予算

（Ｂ）

H27年度
当初予算

（Ｂ）

 
※本表の他、直轄の災害復旧費として 14,175 百万円がある。 
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宮古盛岡横断道路

延長１００ｋｍ

東北横断自動車道 釜石秋田線

（釜石花巻道路）

延長８０ｋｍ

東北中央自動車道
（相馬福島道路）延長４５ｋｍ

宮城県北高速幹線道路
【補助】延長３０ｋｍ

被災地における基幹インフラの整備

資料－１

復興・創生期間における新たな枠組みに基づき、被災地の復興に必要と
なる、道路、河川、港湾等基幹インフラの整備を推進し、これらを活かした
新たな物流網の形成に取り組みます。

■期待される整備効果

・震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとして、甚大な被害を受
けた各地域間を繋ぎ、連絡することで、復興に力強く貢献します。

○旧北上川における復旧復興事業
～まちづくりとともに事業推進～

旧北上川では、石巻市の復興まちづくり計画と連携しなが
ら河川堤防等の整備を実施しています。河川堤防の整備に
あわせて、市民が憩い、交流できる水辺空間を創出します。

中央地区整備イメージ中央地区

内海橋

■期待される整備効果

・河川堤防と他機関による海岸堤防等の整備完了により、高潮や数十年
から数百年に一度の津波が来襲しても石巻市街地の浸水を防ぐほか、
それを超える大きな津波が来襲した際にも被害を大幅に軽減できます。

開通済

震災後に開通した区間

事業中（震災後新規箇所）

事業中

未事業化

○復興道路・復興支援道路
～全区間で工事着工、全面展開へ～

仙台塩釜港仙台港区中野地区 国際物流ターミナル整備事業

○港湾における主な復興事業

■期待される整備効果
・経済を支える港湾において、安全で効率的な物流環境が構築され、迅
速な復興を後押しします。
・仙台塩釜港では国際物流ターミナルを整備中であり、高効率な物流の
実現により東北地域の産業の国際競争力が強化されます。

～安全で効率的な物流の実現に向け事業推進 ～

開北橋

石巻大橋

日和大橋
－ 復旧復興範囲

曽波神大橋

中央地区
内海橋

石巻市

【H28 開通予定】
阿武隈東道路
（(仮)相馬西IC ～ (仮)阿武隈
東IC）（10.7km）

【H28 開通予定】
南三陸道路
（(仮)志津川IC

～(仮)南三陸海岸IC）
（3.0km）

■平成28年度の主な開通予定区間

復興道路・復興支援道路
(H28.3月末予定)

総延長 614km
開通済区間 239km

（震災後に開通した区間79km）
事業中区間 331km
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震災伝承のための取り組み ～風化させない・忘れない～

資料－２

追悼・鎮魂の場や復興の象徴となる復興祈念公園の実施設計を地元と
連携しながら推進します。また、東日本大震災の記憶と教訓を後世に伝え
るための取り組みを継続して実施します。

〔シンポジウム等〕
東日本大震災を風化させない取り組みとし

て、関係機関と連携したシンポジウムなどを
開催しています。あわせて、整備局の活動を
紹介するパネル展も開催しています。

○震災伝承の取り組み

高田松原地区

○国営追悼・祈念施設（仮称）の実施設計
震災の記憶と教訓の後世への伝承などとともに、国内外に向けた復興に対する強い意思の発信

のため、岩手県陸前高田市と宮城県石巻市に整備される復興祈念公園において、中核となる追悼
の広場、植栽等、国営追悼・祈念施設（仮称）の実施設計を行います。

〔重点「道の駅」高田松原の再整備〕

被災したタピック４５（旧道の駅）

タピック４５（旧道の駅）の遺構を活かし、国営追悼・祈念施設
(仮称）と一体として再整備します。

「道の駅」の本来機能の他、震災の実情と教訓をリアルに伝
承するため、また、三陸沿岸地域のゲートウェイとして情報発
信するため、関係機関と連携し、調査・設計を進めるとともに、
駐車場に関わる用地買収、一部造成工事に着手します。

仙台合同庁舎B棟１階
行政情報プラザでの特別展示状況

東日本大震災５年シンポジウム
パネルディスカッション（仙台市）

〔常設展示・特別展示〕
仙台合同庁舎Ｂ棟１階行政情報プラザにお

いて、パネル・被災物を常設展示中です。
また、3.11に合わせ、被災したパトロール

カーの実物などの特別展示も開催しています。

石巻南浜地区

「復興祈念公園（国営追悼・祈念施設（仮称））のイメージ図」
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資料－３

気候変動等に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害等に対して、治水対
策を計画的に実施します。また、新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」
としてハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進します。

頻発・激甚化する水害・土砂災害への対策

○治水対策の計画的な推進

試験湛水状況（H28.2）

平成25年9月洪水の状況と堤防整備状況（弘前市三世寺地区）試験湛水の状況と式典の様子（平成28年2月）
試験湛水とはダムに水を貯めて貯水位を上下させ、ダム堤体等の安全性を確認するもの

平成27年9月関東・東北豪雨による鳴瀬川水系吉田川 浸水状況

平成27年9月関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」としてハード・ソ
フト対策を一体的・計画的に推進します。「洪水を安全に流すためのハード対策」として鳴瀬川水系
吉田川の河道掘削や、「危機管理型ハード対策」として各河川で堤防裏法尻の補強などを実施しま
す。また、住民が自らリスクを察知し、主体的に避難するため、より実効性のある「住民目線のソフト
対策」への転換を図ります。

○水防災意識社会 再構築ビジョン

■鳴瀬川（吉田川上流・吉田川中流）
平成28年度 河道掘削等の推進

【岩木川】 津軽ダム建設・三世寺地区堤防整備

■津軽ダム
平成28年度完成予定

平成25年9月洪水（岩木川）等の浸水被害軽減のため、堤防整備や遊水地・ダム建設等を実施します。

■三世寺地区
平成28年度完成予定

住民等の行動につな
がるリスク情報の周知

事前の行動計画
作成、訓練の促進

避難行動のきっかけとなる
情報をリアルタイムで提供

ハザードマップの改良等 タイムラインの策定等
スマートフォンを活用した
プッシュ型洪水予報の配信等

住民目線のソフト対策

危機管理型ハード対策（堤防裏法尻の補強）

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深掘
れの進行を遅らせることにより、決壊までの時間を少
しでも延ばす

河川管理者、県、市町村、水防管理団体等からなる協議会で減災の
ための目標を共有

■期待される整備効果

・津軽ダムと堤防の完成により、平成25年9月洪水と同規模の洪水が発生しても三世寺地区62戸の浸水被害を防ぐことができると
ともに、整備計画目標の昭和52年8月洪水と同規模の洪水に対しても浸水被害の軽減が図られます。

※三世寺地区では、平成25年9月洪水により、約30ha、床上10戸、床下52戸の浸水被害が発生
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資料－４

道路の防災・震災対策や、代替性の確保のための道路ネットワークの整
備を推進します。また、通学路の事故対策など暮らしの安全に資する事業
を推進します。

代替性確保のためのミッシングリンクの整備

東北中央自動車道（福島～米沢）の整備状況
新長老沢４号橋付近

現況（災害発生時）ルート：約2時間

現況（通常）ルート：約1時間

（例）東北中央自動車道（福島～米沢）

国道13号通行止め時は代替路
線がなく、約２時間の迂回が必要
国道13号通行止め時は代替路
線がなく、約２時間の迂回が必要

国道13号事前通行規制
実施中に土砂崩落発生

■期待される整備効果
・災害に強い道路ネットワークが形成されることで、 安全・安心な通行の確保が図られます。

道路の防災・震災対策

【橋梁の耐震補強】

巻き立て補強前 巻き立て補強後

■期待される整備効果

・豪雨・地震等の自然災害による被害が軽減され、安全性・信頼性が確
保されます。

【防災対策】

落石防護工 法枠工

・緊急輸送道路等において異常気象時に災害発
生の恐れがある箇所や、震災時に安定的な通行
を確保するため、防災・震災対策を推進します。

H29開通予定 H28開通予定

福島JCT

（仮）米沢IC

道路の防災・震災対策等

通学路等の安全確保
・地域との合同点検結果を踏まえ、通学路
の危険な箇所において、歩道等の整備を
推進します。

対策前

対策後

■期待される整備効果
・歩行者等の安全性が向上し、安心な歩行空間が確保されます。

国道１３号
通学路の歩道拡幅状況（秋田県横手市平鹿町醍醐）
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道路、河川、港湾施設の老朽化に対応するため、着実な点検・修繕・更
新等の対策を推進します。

道路、河川、港湾施設の老朽化対策

資料－５

○道路

道路施設は、定期的な巡視・点検で早期に健全度を正確に把握し、対策内容や時期、優先順位等を
「長寿命化計画」として策定し、実施することで、施設の長寿命化と補修費用の縮減を図ります。
東北地整管内の直轄2,897橋については点検完了済。引き続き新設橋等の点検を実施します。

自治体職員参加の橋梁点検研修

「道路メンテナンス技術集団」に
よる「直轄診断」

損傷橋梁の現地調査

○港湾
岸壁や防波堤など施設単位毎に策定する維持管理計画や港湾単位で中期的な維持管理・更新の

優先度等を定める「予防保全計画」について策定を推進し、引き続き、港湾施設の計画的な維持管
理・更新を図ります。

（参考）地方公共団体への支援

・自治体が抱える課題に対し、国と各都道府県が支援策の検討・調整等を目的に、『道路メンテナンス
会議』を設立
・自治体職員の技術力育成を目的とした研修を実施
・点検・診断等に関する技術的な相談窓口として、『道路メンテナンス技術相談室』を設置

・国の職員等で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派遣し、技術的な助言を行う「直轄診断」を実施

○河川
河川管理施設機能を確実に発揮させるため、河川維持管理計画に基づき、これまで直轄約1,300箇

所の樋門・樋管のうち、約9割の施設点検を完了しており、引き続き残りの施設の点検を実施していく。
老朽化が進行している施設については、計画的な補修・更新により長寿命化を図ります。

「道路メンテナンス技術集団」に
よる「直轄診断」
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東北圏広域地方計画の実現に向け、｢コンパクト＋ネットワーク｣の形成、
日本海・太平洋の２面活用強化、観光支援等を取り組みます。

資料－６

○｢コンパクト＋ネットワーク｣形成による圏域機能の強化（岩手県沿岸南部の例）

・産業経済、医療福祉、観光、
学術研究など各々の自治体
の特徴を活かしつつ、相互に
連携を強化することにより、
人口１０万人規模の圏域とし
て維持することが可能。

開通後の吉浜道路（三陸ＩＣ～吉浜ＩＣ）

至：仙台市

至：宮古市

地域・拠点の連携や観光支援に資する取組

○日本海・太平洋２面活用の強化

酒田港国際ターミナル

開通後の国道４７号余目酒田道路
（酒田市新堀～東町）

至：酒田市

至：新庄市

開 通

開 通

未開通

未開通

東北圏の国際交流・連携活動を強化する
ために必要となるグローバルネットワークの
構築に向けて、主要な都市や生産拠点を結
ぶ格子状骨格道路ネットワークや港湾等の
整備を推進します。

開通予定

H28.3末現在
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資料－７

東北への訪問者を増やし、地域の賑わいを取り戻すため、「インフラ・フル活用プログラム」による
観光支援に取り組んでいます。

○インフラ・フル活用プログラム

玉川ダム（秋田県仙北市）

ダム活プロジェクト～幻想のライトアップ～の実施 ダム活プロジェクト～眩しすぎる放流～の実施

鳴子ダム（宮城県大崎市）

地域・拠点の連携や観光支援に資する取組

○既存施設を活かしたクルーズ振興の推進

秋田港におけるクルーズ船寄港状況
（ダイヤモンド・プリンセス）

近年、東北の港湾では、クルーズ船の寄港数が増加
しています。
クルーズの振興を通じた地域の活性化を図るため、既

存施設を有効に活用するとともに、「みなとオアシス」 ※

を活かした良好な受入環境の実現に向けた取り組みや
地域の魅力の効果的な発信を行っていきます。

地場産品の買物客で賑わう
（みなとオアシスあきた、セリオン内）

クルーズ船の歓迎風景 ※「みなとオアシス」：以下のURL参照
http://www.pa.thr.mlit.go.jp/kakyoin/minato-oasis/

○かわまちづくり

名取川 閖上地区かわまちづくり整備イメージ

河川が有する歴史・文化・景観など地域の資源を活かし、地域のまちづくりと連携して立案した水
辺の整備・利活用計画に基づき、まちと水辺が融合した空間を形成し、地域の賑わいや観光の支
援を図ります。

河川管理者が整備した側帯上に、
自治体が植樹や休憩施設の整備を
行い賑わいを創出

遊覧船の運航などにも利用できる
船着き場の整備
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資料－８

ストック効果や生産性向上に資する取組

自動車メーカーの操業に併せ、大衡ＩＣを整備し、仙台塩釜港の取扱能力を年間38万台から60万台

に強化。併せて、仙台北部道路や仙台港ＩＣなど機能的な物流インフラや宮城県の企業誘致により、
企業の投資を実現。

○ストック効果事例 ～震災からの復興 東北の完成自動車積出拠点～

○スマートフォンアプリ「ガイド東北」

●震災復興をはじめとする建設の世界の物語を簡単
に誰でも楽しめるように！

●震災の事実と教訓を未来永劫伝える！
●地域の魅力を伝える観光情報を発信！

ダウンロード
はこちらから

iアプリ用 アンドロイド用

※2015年3月の初版公開後、操作

性の向上や検索機能の追加など
のバージョンアップを行いました。

○ポータルサイト「おもしろ物語＠工事現場」
東北地方の工事現場から生まれる様々な「物語」を

地域の財産として、画像や動画等を活用して記録し、
紹介するポータルサイトを開設しました。

本サイトでは、普段は見ることができない「貴重
で」、「おもしろい」物語を集めて、一般の皆様にも
楽しんでいただける内容としております。

「おもしろ物語＠工事現場」 はこちらから
URL http://www.genba-story.com/

ストック効果や建設現場の物語等を、スマートフォンアプリ、ホームページ
により情報発信を行います。また、ＩＣＴ活用により生産性向上を図る
「i-Construction」や、技能人材確保・育成を推進します。

【関連産業の立地等状況】
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資料－９

○生産性向上のためのi-Constructionの推進

震災復興工事の生産性向上を図るため、東北震災復興i-Construction（ＩＣＴ）連絡会議（国、
被災３県、仙台市、有識者、建設業団体）を設置し、工事の省力化・効率化に繋がる ＩＣＴ技術
の活用について、一体的に取り組みます。

i-Construction(ICT)連絡会議にて現地視察を実施

ストック効果や生産性向上に資する取組

○技能人材の確保・育成
技能労働者育成強化策の一環として、「建設産業担い手確保・育成コンソーシアム」と連携を

図りながら、「技術者及び技能労働者」に対する基礎的な講習会を実施します。

【東北技術事務所内施設を活用した技能労働者講習状況】

座学講習状況 実物大施設を使った講習状況

13



[ 参 考 ] 

平成２８年度の道路調査の見通しについて 

 

個別路線の事業化に向け、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。 

主な調査箇所は、下記の通りです。 

 

【主な調査箇所】 

 

 

 

青森県 津軽
つがる

自動車道 柏
かしわ

～浮田
うきた

 

山形県・新潟県 新潟山形南部連絡道路（小国
おぐに

道路） 

宮城県 国道108号 石巻
いしのまき

河南
かなん

道路 

山形県 国道112号 山形
やまがた

中山
なかやま

道路 

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を

調査し、地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めることとしています。 

また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握

するためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基

礎的な調査を実施します。 

なお、東北中央自動車道 及位
のぞき

～上院内
かみいんない

、金山
かねやま

町
まち

区間については、実施環境整備として詳

細なルート・構造を決定するための現地調査等を推進します。 

 

＜道路調査の流れ＞ 

概略ルート・構造の検討 

（計画段階評価を進めるための調査）

路
線
の
必
要
性
・
効
果
の
調
査 

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査 

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査 

（
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
） 

概
略
ル
ー
ト
・
構
造
の
検
討 

（
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
） 

詳
細
ル
ー
ト
・
構
造
の
検
討 

進
め
る
た
め
の
調
査 

都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を 

新
規
事
業
採
択
時
評
価 

新
規
事
業
化 

14



事業名 県名 市町村名
完成・開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 頁

道路 直轄 国道７号　青森７号交差点改良等（榊
さかき

地区交差点改良） 青森県
南津軽
みなみつがる

郡

藤崎
ふじさき

町
まち － 24 調査設計

道路 補助 国道２７９号　横浜
よこはま

北
きた

バイパス 青森県
むつ市

上北郡
かみきた

横浜町
よこはままち - 40 調査設計 P18

河川
（砂防）

直轄 八幡平
はちまんたい

山系直轄砂防事業（澄川
すみかわ

砂防堰堤） 岩手県 八幡平
はちまんたい

市 H29 (719) 進入路工 P19

道路 直轄 国道４号　岩手４号交差点改良等（岩舘
いわだて

地区歩道整備） 岩手県
二戸
にのへ

郡

一戸町
いちのへまち － 24 調査設計

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号交差点改良等（上荒川
かみあらかわ

歩道整備） 岩手県 釜石
かまいし

市 － 15 調査設計

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号電線共同溝（田老
た ろ う

地区） 岩手県 宮古
み や こ

市 － 240
調査設計、本体
工事

都市 補助 都市機能立地支援事業（御田
お だ

屋
や

町
ちょう

・東町
あづまちょう

地区） 岩手県 花巻
はなまき

市 － 323 詳細設計等

営繕 直轄 盛岡
もりおか

地方合同庁舎改修事業 岩手県 盛岡市
もりお かし

H29 87
耐震改修
エレベーター設
備改修

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

下流河川改修事業（狭隘
きょうあい

地区） 宮城県 登米市
と め し

H30年代 (1,091) 用地取得

河川 補助 大江
お お え

川
がわ

床上浸水対策特別緊急事業 宮城県 大崎市
おおさ きし

H32 600
河道掘削、築堤
等

P20

道路 直轄 国道４号　大衡
おおひら

道路 宮城県
黒
くろ

川
かわ

郡

大衡
おおひら

村
－ 50 調査設計 P21

道路 直轄 国道４号　宮城４号交差点改良等（築館
つきだて

地区歩道整備） 宮城県 栗原市
く り は ら し

－ 18 調査設計

道路 直轄 国道４５号　宮城４５号電線共同溝（志津川
し づ が わ

地区） 宮城県
本吉郡
もとよし

南三陸町
みなみさんりくちょう － 400

調査設計、本体
工事

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

河川改修事業（二
ふたつい

ツ井地区） 秋田県 能代
の し ろ

市 H30 (1,445) 用地取得 P22

道路 直轄 国道７号　秋田７号交差点改良等（土崎
つちざき

南
みなみ

交差点改良） 秋田県 秋田
あ き た

市 － 27 調査設計

道路 直轄 国道７号　秋田７号電線共同溝（土崎南
つちざきみなみ

地区） 秋田県 秋田
あ き た

市 － 200
調査設計、本体
工事

河川
（砂防）

直轄 最上
も が み

川
がわ

水系直轄砂防事業(本道寺
ほ ん どう じ

沢
ざわ

砂防堰堤)、(七兵衛沢
し ち べ い さ わ

砂防堰堤) 山形県
西村山
にしむらやま

郡西川町
にしかわまち

、

最上
も が み

郡真室川町
まむろがわまち H30 (2,390) 砂防堰堤工

河川
（砂防）

直轄 赤川
あかがわ

水系直轄砂防事業（池の頭
いけのがしら

砂防堰堤）、【立矢沢
たちやさわ

砂防堰堤】 山形県 鶴岡
つるおか

市 H30年代 (791) 砂防堰堤工 P23

河川
（砂防）

直轄 阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

水系直轄砂防事業（前川
まえかわ

第１砂防堰堤）
山形県
福島県

米沢
よねざわ

市、

福島
ふくしま

市
H30年代 (842) 砂防堰堤工 P24

道路 直轄 国道１３号　山形１３号交差点改良等（金生
かなおい

南
みなみ

交差点改良） 山形県 上山
かみのやま

市 － 15 調査設計

道路 直轄 国道１１２号　山形１１２号交差点改良等（朝
ちょう　　

暘町
　ようまち

地区事故対策） 山形県 鶴岡市
つるおか

－ 12 調査設計

営繕 直轄 山形
やまがた

財務事務所改修事業 山形県 山形
やまがた

市 H28 56 耐震改修

河川 直轄 阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

上流河川改修事業（御代田
み よ た

地区） 福島県 郡山
こおりやま

市 H32 (1,869) 用地取得 P25

道路 直轄 県道吉間
よ し ま

田
だ

滝根
た き ね

線　広瀬
ひ ろ せ

改良　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 福島県
いわき市

田村
た む ら

市
－ 300

調査設計、道路
改良工事

P26

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【平成28年度　新規事業化箇所一覧】
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事業名 県名 市町村名
完成・開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 頁

道路 直轄 国道６号　福島６号交差点改良等（福田
ふ く だ

地区歩道整備） 福島県
相馬
そ う ま

郡

新地町
しんちまち － 12 調査設計

道路 直轄 国道４９号　福島４９号交差点改良等（榎木
え の き

壇
だん

地区事故対策） 福島県 会津
あ い づ

若松
わかまつ

市 － 39
調査設計、用地
補償

道路 直轄 国道４号　福島４号電線共同溝（入江町
いりえちょう

地区） 福島県 福島
ふくしま

市 － 30
調査設計、支障
物移設

道路 直轄 町道沼尾
ぬ ま お

線　沼
ぬま

尾
お

シェッド修繕代行事業 福島県
南
みなみ

会津
あ い づ

郡

下郷町
し も ご う ま ち － 240

調査設計、修繕
工事

P27

道路 補助 国道１２１号　若松北
わかまつきた

バイパス 福島県 会津若松
あいづわかまつ

市 - 40 調査設計

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

【平成28年度　新規事業化箇所一覧】

事業区分
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【平成28年度 主な新規事業化箇所位置図】

さんりくじゅうかん

もがみがわ

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港 事業

都市・住宅 事業

営 繕 事 業

まるまるまるまる

さんりくじゅうかん

もがみがわ

まるまる

【補助】 大江川
床上浸水対策特別緊急事業

おおえがわ

ゆりあげ

あぶくまがわ

【直轄】 阿武隈川上流
み よ た

河川改修事業（御代田地区）

よねしろがわ

【直轄】米代川
ふ た つ い

河川改修事業（二ツ井地区）

はちまんたい

【直轄】 八幡平山系直轄砂防事業
すみかわ

澄川砂防堰堤

あぶくまがわ

【直轄】 阿武隈川水系直轄砂防事業
まえかわ

前川第1砂防堰堤

【直轄】 国道4号 大衡道路
おおひら

【直轄】 県道吉間田滝根線 広瀬改良
よし まだた き ね ひ ろ せ

【直轄】 町道沼尾線 沼尾シェッド
ぬ ま お ぬ ま お

【補助】 国道279号 横浜北バイパス
よこはまきた

あかがわ

【直轄】 赤川水系直轄砂防事業
たちやさわ

立矢沢砂防堰堤

P18

P19

P22

P20

P21

P24

P27

P23

P26

P25
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【事業の概要】

横浜北バイパスは、下北半島縦貫道路の一部を構成し、国道２７９号の
豪雪等による冬期交通障害を回避し、事故危険箇所や線形不良等の隘
路区間解消を目的とする自動車専用道路です。

よ し は ま

新規 青森県むつ市～上北郡横浜町 道路 補助
あおもり

さ ん り く

国道２７９号 横浜北バイパス
よ こ は ま き た

【整備効果】
○豪雪による通行止め発生時の代替路を確保し、災害時における下北半島の孤立化を回避
します。

○事故危険箇所や線形不良箇所を回避し、信頼性の高い道路ネットワークを構築します。

【平成28年度の事業内容】
・調査設計等を実施します。

H28：40百万円

かみきた よ こ は ま ま ち

▲豪雪による車両の立往生状況

▲事故危険箇所及び線形不良箇所

供用済み
L=19.5km

むつ南BP
L=8.7km

N

279

338

338

279

394 横 浜 町

六ヶ所村

野辺地町

東 北 町

七 戸 町

東 通 村

む つ 市

事業中

吹越BP
L=5.8km

事業中

下北半島縦貫道路 L=約60km

事業中

横浜南BP
L=7.0km

H28新規

横浜北BP
L=10.4km

しもきたはんとうじゅうかん

（仮）横浜ＩＣ

（仮）中野沢ＩＣ至 むつ市

279

至 野辺地町

国道279号39km区間（むつ市～野辺地町）
が19時間半にわたり通行止め

N
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八幡平山系直轄砂防事業 澄川砂防堰堤

新 規 直轄岩手県八幡平市
はちまんたい

は ち ま ん た い

河川（砂防）

【整備効果】

・砂防堰堤の土砂捕捉機能を継続的に確保することで、下流への土石流被害の軽減を
図る。

【事業の概要】

・岩手山の噴火に伴い発生する降灰と降雨による土石流から、下流への土
砂流出被害を軽減するための砂防施設整備を実施します。

【平成28年度の事業内容】
・進入路を整備します。

H28：719百万円※

澄川第1・第2砂防堰堤位置図

すみかわ

※上記の事業費は、当該水系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

澄川第２砂防堰堤

澄川第１砂防堰堤

県
道
3
1
8
号

位置図

澄川第1砂防堰堤

進入路標準断面図

完成予定：H29

土砂捕捉後の状況

4.0

土砂捕捉後の状況土砂捕捉前

土砂捕捉前

単位：ｍ
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大江川床上浸水対策特別緊急事業

新規 補助宮城県大崎市
おおさき

おお え がわ

河川

【事業の概要】
・平成27年9月関東・東北豪雨により甚大な被害を被ったことから、平成
28年度より床上浸水被害の解消を目的に河川改修事業を実施します。

【整備効果】
・河道掘削等の河川改修事業によって、事業完了時に平成27年9月関東・東北豪雨と
同規模の降雨に対して床上浸水被害が解消されます。

【平成28年度の事業内容】
・河道掘削、築堤等を実施します。

完成予定：H32

H28：600百万円

写真②

写真①

：浸水範囲（H27.9)

：床上浸水家屋

：床下浸水家屋

横断図 事業効果

▲栄町地区（大崎市）浸水状況
さかえまち

▲北稲葉地区（大崎市）浸水状況
きたいなば

捷水路
大江川

大崎市

渋井川

多田川

大江川
床上浸水対策特別緊急事業
L=1,000ｍ

写真①

写真②

河道掘削

築堤 ▽改修後水位

▽改修前水位

0

500

1000

1500

事業実施前 事業実施後

床下1175戸

床上171戸

家屋の床上浸水被害を
すべて解消

浸
水

戸
数

（
戸

）

床下143戸
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国道４号 大衡道路

新規 直轄宮城県黒川郡大衡村 道路

【事業の概要】

大衡道路は、国道４号の宮城県大衡村内における交通混雑の緩和と交通
安全の確保を目的とした４車線拡幅事業です。

【平成28年度の事業内容】
・調査設計等を実施します。

お お ひ ら

くろかわ おおひら

至
和
歌
山
県 ▲国道４号の混雑状況

457
国 道

ROUTE

４
国 道

ROUTE

大衡小学校

大衡中学校

大衡中央公園

12,717台/日

2,804台/日

21,209台/日
大衡村診療所

死亡事故発生（H21)

大衡村
おおひらむら

色麻町
しかまちょう

至 大崎

大衡村役場

大衡道路 延長約４．５km
おおひら

富谷大和拡幅 三本木古川拡幅

４車線開通済４車線開通済

大衡村
河原交差点

【整備効果】
○混雑の緩和により、円滑な物流を確保し、東北全体の復興・企業活動を支援します。
○道路構造の改善により、安心・安全な通行が確保されます。

完成予定： ー

H28：50百万円
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新規 直轄秋田県能代市 河川

米代川 河川改修事業（二ツ井地区） 完成予定：H30

H28：1,445百万円
※

の し ろ

ふ た つ い

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

よね しろ が わ

【事業の概要】

・米代川では、平成19年9月、平成25年8月と近年連続して洪水被害を受け
ており、大規模災害に対応するため、緊急用備蓄資材や水防活動拠点の
確保が急務となっていることから、河川防災ステーションを整備します。

【整備効果】
・災害時の水防活動拠点となるほか、高規格幹線道路を活用した秋田県北地域の広
域的・総合的な防災拠点として活用できます。
・また、 「道の駅」と一体整備することで、平常時には周辺の地域資源と一体となった交
流拠点としても期待されます。

【平成28年度の事業内容】
・事業用地の取得を行います。

▲河川防災ステーション整備イメージ（災害時）

水防資材の備蓄

ヘリポート

道の駅スペース

支援車両スペース

道の駅「ふたつい」
（現位置）

小繋IC予定位置

河川防災ステーション
予定箇所

道の駅移転
予定箇所

河川防災ステーション
予定箇所

▲洪水時の状況 小繋地区 平成19年9月
こつなぎ
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赤川水系直轄砂防事業 立矢沢砂防堰堤

新 規 直轄山形県鶴岡市
つるおか

あか がわ

河川（砂防）

【整備効果】
・立矢沢砂防堰堤を含む概ね30年間の砂防施設32基の整備により、下流保全対象で
の土砂氾濫面積約900haを減少させ、家屋被害を約830戸減少させます。

【事業の概要】

・荒廃が著しい立矢沢において、下流への土砂流出による被害を防止す
るため砂防堰堤を整備します。

【平成28年度の事業内容】
・事業用地の取得を行います。

H28：791百万円※

立矢沢砂防堰堤位置図

た ち や さ わ

流域内の荒廃状況

※上記の事業費は、当該水系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

東大鳥川

立矢沢砂防堰堤

完成予定：H30年代

上流域 中流域 砂防堰堤予定地

砂防堰堤正面図

単位：ｍ

68.0

12
.0

0
4.

40
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阿武隈川水系直轄砂防事業 前川第1砂防堰堤

新 規 直轄山形県米沢市、福島県福島市
よねざわ

あ ぶ く ま が わ

河川（砂防）

【整備効果】
・前川第1砂防堰堤を含む今後概ね30年間の砂防施設50基の整備により、土砂氾濫
面積約1,400haを減少させ、家屋被害を約5,900戸減少させます。

【事業の概要】

・荒廃が著しい前川において、下流への土砂流出による被害を防止する
ため砂防堰堤を整備します。

【平成28年度の事業内容】
・砂防堰堤整備のための用地調査、環境調査を行います。

H28：842百万円※

前川第1砂防堰堤位置図

ま え か わ

前川上流域の荒廃状況

砂防堰堤正面図

※上記の事業費は、当該水系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

前川

前川第1砂防堰堤

CM-CH

前川

吾妻山

松川床固

松川遊砂地

信夫山

谷出口

合流点

松川流域

東北自動車道

福島市街地

想定はん濫範囲

ＪＲ福島駅

福島市街地斜め写真
前川
第1砂防堰堤

87.50

17
.5

0
7.

10

袖川

奥羽本線（山形新幹線）

前川第1砂防堰堤
奥羽本線（山形新幹線）

完成予定：H３０年代
ふ く し ま

単位：ｍ
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新規 直轄福島県郡山市 河川

阿武隈川上流 河川改修事業（御代田地区） 完成予定：H32

H28：1,869百万円
※

こおりやま

み よ た

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

あ ぶ く ま が わ

【整備効果】
・「築堤、樋門」を整備することにより、当該地区の浸水被害（１05戸）を解消します。
・背後地で整備されている郡山市の「区画整理事業・街路事業・支川改修事業」と連携
し「河川改修事業」を進め、治水安全度の向上を図ります。

【平成28年度の事業内容】
・事業用地の取得を行います。

【事業の概要】
・平成23年9月洪水において、家屋浸水被害を受けた郡山市御代田地区の
堤防未整備区間において、河川改修事業を実施し、治水安全度の向上を
図ります。

▲ 整備効果（浸水戸数）

整備前 整備後

0

築堤

▽計画高水位

在来堤 背後地
阿武隈川

▲ 河川改修（堤防整備）のイメージ（右岸）

H23.9洪水 浸水戸数

【郡山市事業】
・区画整理事業
・街路事業
・支川改修事業

支川

御代田地区

日本大学
工学部

日本大学
東北高校

笹原川

郡山市

樋門

樋門

郡山市
区画整理事業

御代田地区（右岸） 堤防整備

郡山市
支川改修事業

至 郡山駅

至 仙台
至 東京

こおりや ま し

み よ た

み よ た

用地取得

郡山市
街路事業

Ｈ23.9洪水による浸水状況

H23.5洪水時の浸水高さ
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県道吉間田滝根線 広瀬改良

新規 直轄福島県いわき市～田村市 道路

【事業の概要】

広瀬改良は、県道吉間田滝根線の特殊通行規制区間や防災危険箇所、
未改良区間の回避により、住民生活等における定時性や速達性の確保を
目的とする防災事業ですが、改築規模が大きく、トンネルや長大橋の施工
を要し、高度な専門技術を必要とすることから、国による代行事業として整
備するものです。

【整備効果】
○特殊通行規制区間や防災危険箇所、線形不良及び幅員狭小などの未改良区間の

回避により、住民生活等における安心・安全な交通が確保されます。
○東日本大震災に伴う原子力災害からの、避難解除等区域の復興・再生を支援します。
（避難指示解除準備区域の解除が進む川内村の帰村を支援します。）

【平成28年度の事業内容】
・調査設計・改良工事等を実施します。

よ し ま だ た き ね ひ ろ せ

たむら

▲幅員狭小状況 ▲小野町市街地部の交通状況

かわうち

完成予定： ー

H28：300百万円
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町道沼尾線 沼尾シェッド修繕代行事業

新規 直轄福島県南会津郡下郷町 道路

【事業の概要】

沼尾シェッドは下郷町が管理する町道沼尾線に設置されているシェッドであ
り、シェッド上部に設計値を超える土砂の堆積が見られる状況の中、主梁・
横梁・支柱部等のひびわれ、漏水、グラウト未充填などの損傷が直轄診断
において確認された。補修には高度な専門知識等を要することから、国に
よる修繕代行事業として保全対策を行うものです。

【整備効果】
○保全対策の実施により、施設の健全度の確保や延命化を図り、安全かつ円滑な車
両の通行を確保します。

【平成28年度の事業内容】
・調査設計・修繕工事等を実施します。

ぬ ま お ぬ ま お

みなみあいづ しもごうまち

▲シェッド標準断面図

至
和
歌
山
県

沼尾シェッド
修繕代行事業
延長１８９ｍ

沼尾集落

至 会津若松市

舟子集落

会津鉄道
大川ダム公園駅

町道沼尾線

大川ダム
管理支所

至 南会津町

（自）下郷町大字小沼崎

（至）下郷町大字小沼崎

※シェッドとは：鉄筋コンクリート部材等で道路を覆い、落石・雪崩等
から道路交通や施設を防護する構造物

▲損傷状況

至
和
歌
山
県

▲沼尾シェッド 全景

【南会津町側】

土砂堆積の状況
2m以上
※設計値０．３ｍ

▲グラウト未充填状況

【柱部】
ひび割れ・グラウト未充填

【シェッド上部】
土砂堆積

【主梁・横梁部】
ひび割れ、漏水

完成予定： ー

H28：240百万円
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事業名 県名 市町村名
H28事業費
（百万円）

H28事業内容 頁

河川 直轄 岩木川
いわき がわ

　河川改修事業（三世寺
さ ん ぜ じ

地区） 青森県 弘前
ひろさき

市 (1,807) 築堤 P30

河川
(ダム)

直轄 津軽
つがる

ダム建設事業 青森県 中津軽
な か つ が る

郡西目屋
に し め や

村 6,954
本体工事、管理設備工
事、試験湛水　等

P31

道路 直轄 国道１０１号　鰺ヶ沢
あ じ が さ わ

道路 青森県
つがる市～

鰺ヶ沢
あ じ が さ わ

町
305

全線２車線開通
改良工事

道路 直轄 国道１０４号　青森１０４号交差点改良等（岩ノ下
いわのした

交差点改良） 青森県
三戸
さんのへ

郡

南部町
なんぶちょう

72
交差点改良
用地補償、改良舗装工
事

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号電線共同溝（愛宕
あ た ご

地区） 岩手県 宮古
みやこ

市 20 路面復旧工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（矢本
や も と

石巻
い し ま き

道路）　　　　　   　　　　★ 宮城県
東松島
ひがしまつしま

市～

石巻
いしのまき

市
6,606

全線４車線開通
改良・舗装工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（登米
と よ ま

志津川
し づ が わ

道路）　　　　　　 　   ★ 宮城県
登米

と め

市～

本吉
も と よ し

郡南三陸町
みなみさんりくちょう 1,187

全線２車線開通
道路付属物工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（南三陸
み な み さ ん り く

道路）　　　               　　★ 宮城県
本吉
も と よ し

郡

南三陸町
み な み さ ん り く ち ょ う 3,900

部分２車線開通（(仮称)志津川IC
～(仮称)南三陸海岸IC）
改良・橋梁・舗装工事

P32

道路 直轄 国道４８号　宮城４８号交差点改良等（泉橋
いずみばし

線形改良） 宮城県 仙台
せんだい

市 60
視距改良
改良舗装工事

河川 直轄 米
よね

代
しろ

川
がわ

　根
ね

下
げ

戸
と

地区かわまちづくり 秋田県 大館
おおだて

市 37 管理用通路等 P33

道路 直轄 国道１３号　秋田１３号交差点改良等（石成
いしなり

交差点改良） 秋田県 横手
よ こ て

市 69
交差点改良
改良舗装工事

道路 直轄 国道７号　鷹巣
た か の す

大館
お お だ て

道路（Ⅱ期） 秋田県 北
き た

秋田
あ き た

市 5,914
部分２車線開通（（仮称）鷹巣IC～
北秋田市栄）
改良・橋梁・舗装・トンネル工事

P34

道路 直轄 国道７号　鷹巣
た か の す

大館
お お だ て

道路 秋田県
北
き た

秋田
あ き た

市

～大館
お お だ て

市
649

全線２車線開通
舗装・トンネル設備工事

P34

道路 直轄 国道１３号　院内
い ん な い

道路 秋田県 湯沢
ゆ ざ わ

市 650
全線２車線開通
改良・トンネル設備・舗装
工事

P35

河川 直轄 最上川
もがみがわ

上流　河川改修事業【吉野川
よ し の が わ

地区】、（飯塚
いいづか

地区） 山形県
南陽
な ん よ う

市～

東置賜
ひがしおきたま

郡高畠町
たかばたまち

、

山形
やまがた

市

(1,337)
河道掘削
旧橋撤去、河道掘削

P36

河川 直轄 最上川
もがみがわ

上流　須川
すかわ

かわまちづくり 山形県 山形
やまがた

市 53 管理用通路等 P37

河川
（砂防）

直轄 最上
も が み

川
がわ

水系直轄砂防事業（コヤブ沢
さわ

砂防堰堤）、【ミサガ沢
さわ

砂防堰堤】 山形県
西村山
にしむら やま

郡西川町
にしかわまち

、

最上
も が み

郡真室川町
ま む ろ が わ ま ち (2,390) 砂防堰堤工 P38

道路 直轄 国道１１２号　山形１１２号電線共同溝（飯田
い い だ

西
にし

地区） 山形県 山形市
やまがた

45
本体工事、路面復旧工
事

道路 直轄 東北中央自動車道　福島
ふ く し ま

～米沢
よ ね ざ わ

福島県 福島
ふ く し ま

市 6,545

部分２車線開通（福島JCT～福島
大笹生IC）
調査設計、改良・橋梁・トンネル・
舗装工事

道路 直轄 国道６号　久
ひ さ

ノ浜
は ま

バイパス 福島県 いわき市 289
全線２車線開通
改良・舗装工事

道路 直轄 国道４９号　平
たいら

バイパス 福島県 いわき市 612
全線４車線開通
舗装・トンネル工事

P39

道路 直轄 国道１１５号　相馬
そ う ま

福島
ふ く し ま

道路（阿武隈東
あ ぶ く ま ひ が し

道路）　               　　★ 福島県 相馬
そ う ま

市 1,128
全線２車線開通
舗装・トンネル工事

P40

道路 直轄 国道４９号　福島４９号電線共同溝（亀田
か め だ

地区） 福島県 郡山
こおりやま

市 170
調査設計、支障物移設、
本体工事、路面復旧

道路 直轄 町道宮下
みやした

・名
な

入
いり

線　三島
み し ま

大橋
おおはし

修繕代行 福島県 大沼
おおぬま

郡三島町
みしままち

200 修繕工事 P41

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【平成28年度　完成・開通予定事業一覧】
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【平成28年度 主な完成・開通予定事業位置図】

河 川 事 業

道 路 事 業

港 湾 ・ 空 港 事 業

都 市 ・ 住 宅 事 業

営 繕 事 業

完成・開通予定事業

凡　　　　例

もがみがわ

【完成】最上川
すかわ

須川かわまちづくり

よねしろがわ

【完成】米代川
ね げ と

根下戸地区かわまちづくり

【完成】

津軽ダム建設事業
つがる

もがみがわ

【完成】最上川水系直轄砂防事業
さわ

ミサガ沢砂防堰堤

もがみがわ

【完成】最上川上流
よしのがわ

河川改修事業（吉野川地区）

いわきがわ

【完成】岩木川
さ ん ぜ じ

河川改修事業（三世寺地区）

【開通】
国道45号三陸沿岸道路

南三陸道路
みなみさんりく

★

【開通】
国道7号鷹巣大館道路

たかのすおおだて

【開通】
国道13号院内道路

いんない

★
あぶくまひがし

【開通】
国道115号相馬福島道路

阿武隈東道路

【開通】
国道49号平バイパス

【完成】
町道宮下・名入線

三島大橋修繕代行

みやした ないり

みしま

たいら

国道7号鷹巣大館道路（Ⅱ期）
たかのすおおだて

P30

P31

P33

P34

P35

P38

P37

P36

P41

P39

P40

P32
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完成 直轄青森県弘前市 河川

岩木川 河川改修事業（三世寺地区） H28：1,807百万円
※

ひろさき

さ ん ぜ じ

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

い わ き が わ

【事業の概要】
・平成25年9月16日に発生した台風18号洪水は過去最高水位を観測し、
堤防が整備されていない三世寺地区において浸水被害が生じました。こ
のことから、堤防を整備し、治水安全度の向上を図ります。

【整備効果】
堤防整備により、平成25年9月と同規模の洪水が発生した場合でも、家屋62戸等の浸
水被害が防止されます。

【平成28年度の事業内容】
堤防整備を実施し、当該地区の事業を完成させます。

▲工事の進捗状況 ▲H25.9月洪水時の浸水状況

【位置図】
平成25年9月16日出水状況

弘
前
市

藤崎町

浸水面積：約30ha
浸水家屋：10戸（床上）

52戸（床下）

凡例
H27まで
H28実施
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津軽ダム建設事業

完成 直轄青森県中津軽郡西目屋村
なかつがる にしめや

つがる

河川(ダム)

【平成28年度の事業内容】
試験湛水、本体工事、管理設備工事等を実施し、当該事業を完成させます。

H28：6,954百万円

【事業の概要】
・多目的ダム建設により、洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい
用水の補給、水道・工業用水の供給、発電を行い、安全で安心な生活の
確保を図ります。

【整備効果】
・岩木川の洪水被害の軽減を図るとともに、渇水が発生しても、かんがい用水等を安定
的に補給することが可能となります。また、水力発電による電力供給が可能となります。

渇水に対する津軽ダムの効果

平成24年8月8日時点の貯水量

目
屋
ダ
ム
利
水
容
量

（目屋ダム）

（津軽ダム完成後）

※貯水率は利水容量に対する貯水量の割合

利水に使う水量

貯水率 約0％

利水容量 7,720万m3

貯水率 58％

約 4,480万m3

津
軽
ダ
ム
利
水
容
量

堆砂容量

津
軽
ダ
ム

目
屋
ダ
ム

堆砂容量

（平成２７年８月１２日時点の貯水量）

津軽ダムの完成により、平成27年と同規模の渇水が
発生しても貯水率58％の容量が確保され、かんがい
用水等の安定的な供給が可能となります。

洪水に対する津軽ダムの効果

(H27.9撮影)

ダム型式

ダム高 97.2 m

堤頂長 342 m

総貯水容量 140,900 千m3

有効貯水容量 127,200 千m3

流域面積 172.0 km2

津軽ダム諸元

重力式コンクリートダム

＊総貯水容量は目屋ダム（既設）の約3.6倍

■平成25年9月洪水
（弘前市三世寺地区の状況）

■平成27年8月渇水

津軽ダムの完成と、下流部の河川改修により、岩木川
の洪水被害を軽減します。

＊試験湛水とは、ダムに水を貯めて貯水位を上下させ、ダム堤体等の安全性を確認するもの
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【事業の概要】

三陸沿岸道路（南三陸道路）は、三陸縦貫自動車道の一部を構成し、東日
本大震災被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形成
する自動車専用道路です。

よ し は ま

開通 宮城県本吉郡南三陸町 道路 直轄
みやぎ

さ ん り く

国道４５号 三陸沿岸道路（南三陸道路）
さ ん り く

【平成28年度の事業内容】
全線２車線開通に向けて、橋梁工事、改良工事、舗装工事等を実施します。

H28：3,900百万円

も と よ し

みなみさんりく

みなみさんりくちょう

【整備効果】

○⽔産物等の輸送効率化により、品質向上が図られ、主要産業である⽔産業の復興
を⽀援します。

○津波浸⽔域の回避により、⼤規模な災害時でも、緊急輸送路が確保され、緊急⽀援
物資等の輸送が可能となります。

▲ 東⽇本⼤震災発⽣後の道路状況（H23.3.12時点）
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完成 直轄秋田県大館市
おおだて

まるまる

河川

まるまる

【事業の概要】

・大館市を流れる米代川は、かつての舟運の重要な拠点であり、現在も小
学生の環境学習の場として利用されています。地域住民の更なる交流・賑
わいを創出するため、多目的広場の基盤となる高水敷整正や川沿いの散
策路として管理用通路などを実施します。

【整備効果】

・事業の実施により、多目的広場や散策路等の利活用による更なる賑わいの創出、地
域の活性化を図ります。

【平成28年度の事業内容】
管理用通路等の整備を実施し、当該地区の事業を完成させます。

▲高水敷利用イメージ ▲小学校の環境学習

H28：1,000百万円

よねしろがわ ねげと

米代川 根下戸地区かわまちづくり

米
代
川

低水護岸

管理用通路

低水護岸

堤防坂路

堤防階段

高水敷整正

渡河施設

田中橋

二井田橋

H28：37百万円

凡例
H27まで
H28実施
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よ し は ま

開通 秋田県北秋田市～大館市 道路 直轄

さ ん り く

国道７号 鷹巣大館道路・鷹巣大館道路（Ⅱ期）

【平成28年度の事業内容】
全線２車線開通に向けて、舗装工事、トンネル設備工事等を実施します。

たかのすおおだて

き た あ き た おおだて

【事業の概要】

鷹巣大館道路は、日本海沿岸東北自動車道の一部を構成し、物流・交通拠点および

高次救急医療施設へのアクセス向上、緊急輸送道路の信頼性向上等を図り、高規格

幹線道路ネットワークを形成する自動車専用道路です。

【整備効果】
○沿線では、大館北～小坂間の開通以降、企業進出や設備投資がつづき、さらに鷹巣大館道
路の開通を見据え、新たな工業団地の造成も始まっています。開通により、能代港・大館能
代空港とのアクセスが向上し、更なる産業集積や生産性向上を支援します。

▼大館市の主な工場数と設備投資額の推移 ▼工業団地の造成状況

経済波及効果

約９８３億円

新規雇用創出

約６８８人

出典：大館市資料 出典：大館市資料

設備投資額

約４９０億円

◎H24～27年度の合計

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

63工場
67工場

70工場

新規４工場
13億円

新規３工場
11億円

71工場

63工場
(内11工場増設)

137億円

67工場
(内9工場増設)

45億円

70工場
(内12工場増設)

129億円

新規１工場
4億円

75工場

新規４工場
57億円

71工場
(内13工場増設)

94億円

15工場150億円
の設備投資

13工場133億円
の設備投資

17工場151億円
の設備投資

・（H25.11.30）大館北～小坂間開通

・（H25.6）鷹巣大館道路の開通時期(H28)公表

・（H23.4）大館北～小坂間の

開通時期(H25)公表

12工場56億円
の設備投資

たかのすおおだて 鷹巣大館道路 H28：649百万円

鷹巣大館道路（Ⅱ期） H28：5,914百万円

こさか

※現道活用区間：既存現道の局部的な改良により、安全性、定時性、速達性の向上を
図ることで、高規格幹線道路ネットワークの一部として活用する区間
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よ し は ま

開通 秋田県湯沢市 道路 直轄

さ ん り く

国道１３号 院内道路 H28：650百万円

い ん な い

ゆざわ

【事業の概要】
院内道路は、東北中央自動車道の一部を構成し、災害時における代替路
の確保、冬期交通障害の解消を図り、高規格幹線道路ネットワークを形成
する自動車専用道路です。

平成28年度 開通予定
下院内トンネル（仮称）

L=1,100m上院内トンネル（仮称） L=1,585m

国道13号 院内道路 延長3.0km

N

◆道路幅員が狭いため、

通行を規制しての除雪

【整備効果】
○大雨などの災害により国道１３号が通行止めとなった場合でも、緊急輸送道路として
信頼性の高いネットワークが確保されます。

○特別豪雪地帯のため、冬期間は除雪作業により交通規制が発生しており、冬季交通
障害箇所を回避し円滑な交通が確保されます。

【平成２８年度の事業内容】
全線開通に向けて、舗装工事及びトンネル設備工事等を実施します。
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【事業の概要】
・山形県南陽市では、平成25年7月洪水と平成26年7月洪水により２年連続
で甚大な被害が生じました。早期の浸水被害解消に向けて、山形県が実
施する河川災害復旧等関連緊急事業と連携して国土交通省が下流の国
管理区間の河道掘削を実施し、吉野川流域の浸水被害を軽減します。

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

最上川上流 河川改修事業（吉野川地区）

完成 直轄山形県南陽市、東置賜郡高畠町
なん よう

も が み が わ

河川

よ し の が わ

H28：1,337百万円※

ひがし おき たま たか はた まち

＜国管理区間における河道掘削横断図＞

【整備効果】
・上流の県管理区間と連携した河川改修の実施により、吉野川流域の浸水被害を軽減します。

①河道掘削施工状況

平成27年11月28日 撮影

【平成28年度の事業内容】
河道掘削を実施し、当該地区の事業を完成させます。

国管理区間

JR奥羽本線

クリーンセンター

国道１３号

高畠町

高梨簗場線

南陽市

想定浸水範囲

想定浸水範囲

沖郷第二排水樋管

簗場橋

河道掘削

撮影：平成２６年７月１１日

▽計画高水位
河道掘削

凡例
H27まで
H28実施
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完成 直轄山形県山形市
やまがた

まるまる

河川

まるまる

【事業の概要】

・山形市を流れる須川において、地域交流、健康増進の場として、パーク
ゴルフ場等の基盤となる高水敷整正やサイクリングにも利用できる管理
用通路等を実施します。

【平成28年度の事業内容】
管理用通路等の整備を実施し、当該地区の事業を完成させます。

▲高水敷利用状況（パークゴルフ） ▲管理用通路の利活用イメージ

H28：1,000百万円

もがみがわ すかわ

最上川 須川かわまちづくり

【整備効果】

・事業の実施により、地域住民が「いきいき、のびのび、そしてわくわくしながら健康増
進」の場として利活用できる魅力的で賑わいのある水辺空間を創出し、地域の活性化
を図ります。

腹付盛土

高水敷整正

管理用通路

大曽根地区

飯塚地区

飯塚橋

H28：53百万円

凡例
H27まで
H28実施
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最上川水系砂防事業 ミサガ沢砂防堰堤

完 成 直轄山形県最上郡真室川町
も が み ま む ろ が わ

も が み が わ

河川（砂防）

さわ

【整備効果】
・本施設の整備により、土石流が発生しても土砂を捕捉することで下流域の保全対象
（４戸）への被害を軽減する他、県の第2次緊急輸送道路に指定されている県道砂子
沢・小又・釜渕線も保全します。

【事業の概要】
・ミサガ沢は、昭和50年真室川災害で土石流が発生した支渓流の一つで
あり、崩壊跡や不安定土砂の状況から、土砂災害軽減のため砂防堰堤
を整備しています。

【平成28年度の事業内容】
砂防堰堤の整備を継続し、当該箇所の事業を完成させます。

H28：2,390百万円※

崩壊斜面
への対策
（実施中）

ミサガ沢砂防堰堤位置図

砂防堰堤正面図

※上記の事業費は、当該水系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

H27施工状況

小足沢川

県道砂子沢・小又・釜渕線

JR奥羽本線
JR奥羽本線

ミサガ沢砂防堰堤

県道
ミサガ沢砂防堰堤

単位：ｍ
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よ し は ま

開通 福島県いわき市 道路 直轄

さ ん り く

国道４９号 平バイパス

【平成28年度の事業内容】
全線４車線開通に向けて、舗装工事、トンネル工事等を実施します。

H28：612百万円

た い ら

【事業の概要】
平バイパスは、常磐自動車道のいわき中央ICへのアクセス及び国道49号
のいわき市中心部の交通混雑の緩和を目的とする道路です。

じょうばん

【整備効果】
○平バイパスの２車線区間では交通容量の不足から渋滞が発生しておりますが、4車
線化により、交通容量が確保され、混雑緩和が見込まれます。

▲内郷御厩町付近の渋滞状況

▲渋滞長と通過時間

資料：H20.12.17実測データ（朝ピーク時）・開通状況は実測時点

24.5㎞/h

47.5㎞/h

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

向山～高安場

（4車区間）

高安場～番匠地

（2車区間）

【７時台・下り】
(㎞/h)

２車線区間では 

２０㎞/ｈ以上速度低

▲ピーク時速度の比較
資料：H20.12.17実測データ

至 郡山市

至 いわき市内

49

平成28年度
４車線開通予定

暫定2車
開通区間

Ｌ＝2.0km

完成4車
開通区間

Ｌ＝1.3km

平バイパス Ｌ＝7.7㎞
たいら

完成4車
開通区間

Ｌ＝4.4km

終点

ふ
く
し
ま
け
ん

福
島
県
い
わ
き
市

よ

し
ま

ま

ち

き

た

よ
し
ま

好
間
町
北
好
間

いわき中央ＩＣ

起点

ふ
く
し
ま
け
ん

じ
ょ
う
ば
ん
か
み
や
だ
ま
ち

福
島
県
い
わ
き
市
常
磐
上
矢
田
町

至 郡山

399

6

6

至 東京

（主
）小
名
浜
平
線

Ｔ’10=19,041
（台/日）

主要渋滞箇所
番匠地交差点

いわきＪＣＴ
Ｔ’10=31,001

（台/日）

49

平成28年度
４車線開通予定

完成4車開通区間 暫定2車開通区間
完成4車
開通区間

▲平バイパス4車線化施工状況
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よ し は ま

開通 福島県相馬市 道路 直轄

さ ん り く

国道１１５号 相馬福島道路（阿武隈東道路）

【平成28年度の事業内容】
全線２車線開通に向けて、舗装工事、トンネル工事等を実施します。

H28：1,128百万円
そ う ま ふ く し ま

そうま

あ ぶ く ま ひ が し

【事業の概要】

相馬福島道路（阿武隈東道路）は、東日本大震災被災地と内陸との強力な
連携を図り、被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形
成する自動車専用道路です。

（宮城県269百万円、福島県859百万円）

【整備効果】
○大雨などの災害により国道１１５号が通行止めとなった場合でも、緊急輸送道路とし
て信頼性の高いネットワークが確保されます。

【凡例】
主経路
迂回路
通⾏⽌めリスク（事前通⾏規制区間等）
通⾏⽌めリスク（津波浸⽔）
津波浸⽔区域

●落⽯状況
国道１１５号 相⾺市⼭上
（Ｈ18.6）

国道115号では
過去16年で15回の
全⾯通⾏⽌めが発⽣

阿武隈東道路
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町道宮下・名入線 三島大橋修繕代行事業

完成 直轄福島県大沼郡三島町 道路

【事業の概要】

三島大橋は三島町が管理する町道宮下名入線の只見川に架かる橋梁
であり、高力ボルトの破断・脱落及び鋼部材の塗装や床版の劣化損傷が
進行しているが、補修には高度な専門知識等を要することから、国による
修繕代行事業として橋梁保全対策を行うものです。

【整備効果】
○橋梁保全対策の実施により、橋梁の健全度の確保や延命化を図り、安全かつ円滑
な車両の通行を確保します。

【平成28年度の事業内容】
修繕工事等を実施します。

H28：200百万円
み や し た な い り み し ま お お は し

おおぬま みしままち

▲標準断面図

ただみ

▲ボルト交換前

▲ボルト交換・下塗完了後

至
和
歌
山
県

▲三島大橋 全景
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（資料編） 
 
 

・主要継続事業一覧・位置図・概要 

１） 青森県           ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ資 １ 

２） 岩手県           ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ資 ７ 

３） 宮城県           ・・・・・・・・・・・・・Ｐ資１５ 

４） 秋田県           ・・・・・・・・・・・・・Ｐ資２４ 

５） 山形県           ・・・・・・・・・・・・・Ｐ資３０ 

６） 福島県           ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ資３７ 

 



事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄 馬淵川
まべちがわ

　河川改修事業（一日市
ひといち

地区） 八戸
はちのへ

市 H30年代 (195) 河道掘削、用地取得

河川 直轄 馬淵川
まべちがわ

　魚がすみやすい川づくり 八戸
はちのへ

市 H33 28 魚道改良等

河川 直轄 高瀬川
たかせがわ

　小川原湖
おがわらこ

水環境整備事業

三沢
みさわ

市、

上北
かみきた

郡東北町
とうほくまち

、

六ヶ所
ろっかしょ

村

H40年代 147 塩水対策等 資3

河川 直轄 岩木川
いわきがわ

　河川改修事業（中流部）
北津軽
きたつがる

郡鶴田町
つるたまち

、

つがる市
H29 (1,807) 河道掘削、用地取得 資3

河川 直轄 岩木川
いわきがわ

　魚がすみやすい川づくり 弘前
ひろさき

市 H36 31 瀬と淵の再生等

道路 直轄 国道４５号　上北
か み き た

天間林
て ん ま ば や し

道路
上北
かみきた

郡東北町
とうほくまち

～七戸町
しちのへまち H30全線 3,065

調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

資4

道路 直轄 国道４５号　天間林
て ん ま ば や し

道路
上北
か み き た

郡

七戸町
し ち の へ ま ち ― 2,380

調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道１０３号　奥入瀬
お い ら せ

(青橅山
あ お ぶ な や ま

)バイパス 十和田
と わ だ

市 ― 960
調査設計、用地補償、トンネ
ル・橋梁工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（侍浜
さむらいはま

～階上
は し か み

）　　　　★ 三戸
さんのへ

郡階上町
はしかみちょう

― 1,167
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄
国道７号　青森７号交差点改良等

（安田
やすだ

地区交差点改良）
青森
あおもり

市 － 186 改良工事 資4

道路 直轄 国道１０４号　青森１０４号電線共同溝（田面木
た も の き

地区） 八戸市
はちのへ

－ 120
調査設計、支障物移設、本体
工事

資5

道路 補助 国道２７９号　むつ南
みなみ

バイパス むつ市 － 1,300 用地補償、改良工事

道路 補助 国道２７９号　吹越
ふっこし

バイパス
上北郡
かみきた

横浜町
よこはままち

～六ヶ所村
ろっかしょ H29全線 1,100 改良、舗装工事 資5

道路 補助 国道２７９号　横浜
よこはま

南
みなみ

バイパス 横浜町
よこはままち

－ 904 用地補償、改良工事

道路 補助 市道　浪打
なみうち

戸山
とやま

線
せん

　浜館
はまだて

跨線橋
こせんきょう

青森
あおもり

市 － 322 大規模修繕

港湾 直轄 青森
あおもり

港　本
ほん

港
こう

地区新中央ふ頭整備事業 青森
あおもり

市 H29 510 岸壁改良

港湾 直轄 八戸港
はちのへ

　八太郎
はったろう

地区・外港
がいこう

地区　防波堤整備事業 八戸市
はちのへ

H30 1,470 防波堤本体工 資6

空港 直轄 三沢
みさわ

飛行場　空港整備事業 三沢
みさわ

市 － 146 エプロン改良、誘導路改良

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【青森県主要継続事業一覧】

★

資1



【青森県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】
はちのへ はったろう がいこう

八戸港 八太郎地区・外港地区
防波堤整備事業 ★

たかせがわ

【直轄】

高瀬川 小川原湖水環境整備事業
おがわらこ

【直轄】岩木川 河川改修事業（中流部）
いわきがわ

【直轄】
国道７号 青森７号交差点改良等
やすだ

安田地区交差点改良

【直轄】
国道４５号 上北天間林道路

かみきたてんまばやし

【補助】
国道279号 吹越バイパス

ふっこし

【直轄】
国道104号
青森104号電線共同溝（田面木地区）

たものき

資4

資3

資5

資6

資4

資5

資3

資2



【事業の概要】
・汽水環境を有する小川原湖の水質は近年、アオコが発生するなど急激な
悪化傾向を示していることから、水質改善のため塩水対策等を実施し、小
川原湖水環境の改善を図ります。

・平成28年度は塩水対策として、塩水遡上抑制の試験施工及び流入負荷
対策としてのウェットランドを実施します。

高瀬川 小川原湖水環境整備事業
た か せ が わ お が わ ら こ

アオコの発生状況

H28：147百万円

完成予定： Ｈ４０年代

継続 直轄青森県三沢市、上北郡東北町、上北郡六ヶ所村 河川
みさわ かみきた とうほくまち かみきた ろっかしょむら

ウェットランド

水質自動監視装置
（最深部）

小川原湖

内沼

姉沼

七戸川 →

植生浄化施設

太平洋

三沢市

東北町

六ヶ所村

流入河川対策

塩水対策工

岩木川 河川改修事業（中流部）
い わ き が わ H28：1,807百万円※

完成予定：H29

継続 直轄青森県つがる市～北津軽郡鶴田町
き た つ が る つ る た ま ち

河川

【事業の概要】
・平成25年9月16日洪水により、岩木川では計画高水位を超過し、堤防整
備区間においても堤防から越水する恐れがあったため、河道掘削等の実
施により治水安全度向上を図ります。

・平成28年度は、河道掘削及び掘削箇所の用地取得を実施します。

河道掘削により、洪水時の水位を低下させる

【河道掘削横断図】

▽計画高水位

河道掘削

平成25年9月16日出水状況

鶴田町

つがる市

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

資3



▲○○の推移（H○○～H○○）国道7号 青森7号交差点改良等（安田地区交差点改良）
やすだ

安田地区交差点改良は東北縦貫自動車道青森Ｉ.Ｃから安田交差点間におい
て、渋滞に起因する追突事故等が発生していることから、付加車線を整備し
交通事故の削減や交通の円滑化を図る事業です。

継続 直轄青森県青森市
あお もり

道路

H28：186百万円

開通予定： －

至 青森

至 新潟

▲青森Ｉ．Ｃから安田交差点間における渋滞状況

安田付加車線整備事業

至

新
潟

至

青
森

一般国道7号
安田地区交差点改良 渋滞に起因する交通事故の削減及び交通

の円滑化が図られます。

上北天間林道路の整備により、青森市～八戸市間の連携強
化、国道４号、４５号の交通混雑緩和が図られます。

▲国道４号の混雑状況

上北天間林道路は、東北縦貫自動車道八戸線の一部を構成し、青森市と
八戸市の連携強化、国道４号、４５号の交通混雑緩和を図り、高規格幹線
道路ネットワークを形成する自動車専用道路です。

国道４５号 上北天間林道路
かみ きた てん ま ばやし

かみきた とうほく まち しちのへまち

はちのへ

継続 直轄青森県上北郡東北町～七戸町 道路

H28：3,065百万円

開通予定：H30

N

資4



▲○○の推移（H○○～H○○）国道104号 青森104号電線共同溝（田面木地区）
たものき

田面木地区電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化を図ることによ
り、安全で快適な歩行空間を確保並びに震災時における緊急輸送路の確
保するとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援するもの
です。

継続 直轄青森県八戸市
はちのへ

道路

H28：120百万円

開通予定：－

電線共同溝の整備により、都市防災を高め、二
次被害を防ぎ、搬送及び避難経路を確保します。田面木地区電線共同溝

延長1.4km(道路延長0.7km)

▲○○の推移（H○○～H○○）国道２７９号 吹越バイパス
ふっこし

継続 補助青森県上北郡横浜町～六ヶ所村 道路

H28：1,100百万円

開通予定：H29
かみきた よこはま ろっかしょ

吹越バイパスは、下北半島縦貫道路の一部を構成し、国道２７９号の豪雪
等による冬期交通障害を回避し、災害時の安定的な道路交通を支える代
替性の確保を目的とした自動車専用道路です。

供用済み
L=19.5km

むつ南BP
L=8.7km

N

279

338

338

279

394 横 浜 町

六ヶ所村

東 北 町

七 戸 町

東 通 村

む つ 市

事業中

吹越BP
L=5.8km
事業中

下北半島縦貫道路 L=約60km

事業中

横浜南BP
L=7.0km

▲国道279号 地吹雪による多重事故

吹越バイパスの整備により、災害時においても
安定的な道路交通ネットワークの構築が図られます。

しもきた

野辺地町

資5



八戸港 八太郎地区・外港地区 防波堤整備事業
はちのへ はったろう がいこう H28：1,470百万円

完成予定：H30

継続 直轄青森県八戸市
はちのへ

港湾

防波堤の整備により、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全
性の向上を図ります。また、避泊水域※を確保することで沖合を航行する
船舶の海難事故防止を図ります。

※避泊水域とは、荒天時などに港内に避難して
きた船舶が停泊する場所

▲効率的で安全な荷役の実現
（河原木2号岸壁：ニッケル鉱取扱状況）

八太郎地区

外港地区

防波堤(第二中央)

防波堤(中央)

資6



事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

上流　一関
いちのせき

遊水地建設事業
一関
いちのせき

市、奥州
おうしゅう

市、

西磐井
にしいわい

郡平泉町
ひらいずみちょう H30年代 4,228 築堤、水門、樋門、橋梁架替 資9

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

上流　河川改修事業（一関
いちのせきふじさわ

藤沢地区） 一関
いちのせき

市 H30年代 (1,255) 築堤、用地取得

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

上流　盛岡
もりおか

地区かわまちづくり 盛岡
もりおか

市 H29 （159） 管理用通路等 資9

河川 補助 岩崎川
いわさきがわ

床上浸水対策特別緊急事業 紫波
しわ

郡矢巾町
やはばちょう H30 1,358 河道掘削、築堤等 資10

河川
（砂防）

直轄 八幡平
はちまんたい

山系直轄砂防事業（シガクラ沢
さわ

砂防堰堤） 岩手
いわて

郡雫石町
しずくいしちょう

H29 （719） 砂防堰堤工 資10

道路 直轄 国道４号　水沢
み ず さ わ

東
ひがし

バイパス 奥州
お う し ゅ う

市 - 555
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道４６号　盛岡
もりおか

西
にし

バイパス 盛岡
もりおか

市 - 170
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（唐桑
か ら く わ

北
き た

～陸前高田
り く ぜ ん た か た

）　★
気仙沼
けせんぬま

市(宮城県)

～陸前高田
りくぜんたかた

市
H30全線 7,700

調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（吉浜
よ し は ま

～釜石
か ま い し

）　　　　　 ★
大船渡
お お ふ な と

市

～釜石
か ま い し

市
H30全線 14,125

調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

資11

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（釜石
か ま い し

山田
や ま だ

道路）　　　　★
釜石
かまいし

市～

下閉伊
し も へ い

郡山田町
やまだまち

H30（（仮称）釜石JCT～
釜石両石IC）
H30（（仮称）大槌IC～山
田南IC）

10,966
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（山田
や ま だ

～宮古
み や こ

南
みなみ

）　　　　★
下閉伊
し も へ い

郡山田町
やまだまち

～宮古
みやこ

市
H29全線 13,000

調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル・舗装工事

資11

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（宮古
み や こ

中央
ち ゅ う お う

～田老
た ろ う

）　　 ★ 宮古
み や こ

市
H29（（仮称）田老第２IC
～（仮称）田老北IC）
H32全線

17,590
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル・舗装工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（久慈
く じ

北
き た

道路）　　　　　 ★ 久慈
く じ

市 H30全線 3,000
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道２８３号　釜石
か ま い し

花巻
は な ま き

道路（釜石
か ま い し

～釜石
か ま い し

西
に し

）　　　★ 釜石
か ま い し

市 H30全線 6,100
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄 国道２８３号　釜石
か ま い し

花巻
は な ま き

道路（遠野
と お の

住田
す み た

～遠野
と お の

）　 ★ 遠野
と お の

市 H30全線 5,515
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

資12

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（田老
た ろ う

～岩泉
いわいずみ

）　　　　　 ★
宮古
みやこ

市～下閉伊
し も へ い

郡

岩泉町
いわいずみちょう H29全線 10,000

調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル・舗装工事

道路 直轄 国道１０６号　宮古
み や こ

盛岡
も り お か

横断道路（宮古
み や こ

～箱石
は こ い し

）　 ★ 宮古
み や こ

市
H31（下川井地区）
H32（宮古市藤原～（仮
称）松山IC）

16,100
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄 国道１０６号　宮古
み や こ

盛岡
も り お か

横断道路（都南
と な ん

川目
か わ め

道路）　   　　　　★ 盛岡
もりおか

市
H31（田の沢IC～
手代森IC） 3,794

調査設計、用地補償、改良・ト
ンネル工事

資12

道路 直轄
国道４号　岩手４号交差点改良等

（青
せい

岩
がん

地区歩道整備事業）

二戸市
にのへ    

～

三戸
さんのへ

郡三戸町
さんのへまち － 30 調査設計、用地補償 資13

道路 補助 国道１０６号　宮古
みやこ

西
にし

道路
どうろ

宮古市
みやこ    

－ 3,200 改良、橋梁、トンネル工事 資13

道路 補助 市道　北部
ほくぶ

環状
かんじょう

線（山口
やまぐち

工区） 宮古市
みやこ    

－ 684 改良、舗装工事

公園 直轄
国営
こくえい

追悼
ついとう

･祈念
きねん

施設
しせつ

（仮称）整備事業

（岩手県陸前
りくぜん

高田
たかた

市高田
たかた

松原
まつばら

地区）
陸前
りくぜん

高田
たかた

市 H32 263 実施設計等 資14

港湾 直轄 久慈
く じ

港　湾口
わんこう

地区　防波堤整備事業 久慈
  く   じ  

市 H40 5,568 防波堤本体工 資14

港湾 直轄 宮古
みやこ

港　竜神崎
りゅうじんざき

地区　防波堤整備事業 宮古市
みやこ

H29 358 消波工

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【岩手県主要継続事業一覧】

★

★

★

★

資7



【岩手県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】

久慈港 湾口地区 防波堤整備事業
く じ こ う わんこう

★

【直轄】

北上川上流 盛岡地区かわまちづくり
もりおかきたかみがわ

【補助】岩崎川 床上浸水対策特別緊急事業
いわさきがわ

【直轄】
はちまんたい

八幡平山系直轄砂防事業
さわ

シガクラ沢砂防堰堤

【直轄】
きたかみがわ いちのせきゆうすいち

北上川上流 一関遊水地建設事業

【直轄】
国道１０６号 宮古盛岡横断道路

【直轄】
国道4号 岩手4号交差点改良等
せいがん

青岩地区歩道整備事業

みやこもりおか

都南川目道路
となんかわめ

【直轄】
国道４５号 三陸沿岸道路

山田～宮古南

さんりく

やまだ みやこみなみ

【直轄】
国道４５号 三陸沿岸道路

吉浜～釜石

さんりく

よしはま かまいし

【直轄】
国道２８３号 釜石花巻道路

かまいしはなまき

遠野住田～遠野
とおのすみた とおの

★

★

★

★

【補助】
国道１０６号 宮古西道路

みやこにし

★

【直轄】
こくえいついとう きねん しせつ

国営追悼・祈念施設（仮称）整備事業

資13

資12

資10

資9

資10

資9

資14

資13

資11

資11

資12

資14

資8



北上川上流 一関遊水地建設事業
H28：4,228百万円

完成予定：H30年代

継続 直轄岩手県一関市、奥州市、西磐井郡平泉町
いちのせき お う しゅう

河川

いちのせき

に し いわ い ひらいずみちょう

第２遊水地 長島水門完成イメージ

【事業の概要】
・北上川上流域において、過去幾度となく発生している洪水被害を解消す
るため、「北上川治水の根幹」である一関遊水地を整備し、洪水被害の軽
減を図ります。
・平成28年度は、水門、小堤の整備、堤防整備等を実施します。

平成19年9月出水状況

周囲堤により
市街地の
浸水を防止第１遊水地

第２遊水地

第３遊水地

【凡例】
周囲堤（本川堤防）

堤防拡幅区間
小堤

北上川上流 盛岡地区かわまちづくり
きたかみがわ

【事業の概要】
・盛岡市には歴史的建造物や史跡等が多数存在しています。盛岡市が進
める「川を活かしたまちづくり」と連携して管理用通路や管理用階段等を整
備し、河川利用者の安全性向上や観光振興を図ります。
・平成28年度は、観光客や住民の方々が利用しやすい管理用通路及び魅
力的な景観を備えた水辺空間形成のための河道整正を実施します。

H28：159百万円※

完成予定：H29

継続 直轄岩手県盛岡市
もりおか

河川

もりおか

夕顔瀬橋

山岸
駅

東大橋

盛
岡
駅

明治橋

山賀橋

《凡例》

・管理用通路 ：

・低水護岸 ：

・避難誘導看板 ：

・管理用坂路 ：

・管理用階段 ：

・高水護岸 ：

・中州撤去 ：

中津川

管理用通路

河道整正

避難誘導看
板

内丸⼤縁⽇（中津川）

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

納涼桟敷（中津川）

きたかみがわ

資9



岩崎川床上浸水対策特別緊急事業
いわ さき がわ

【事業の概要】
・平成25年8月豪雨により甚大な被害を被ったことから、平成26年度より床
上浸水被害の解消を目的に河川改修事業を実施しており、早期の浸水被
害解消を図ります。
・平成28年度は、河道掘削、築堤等を実施します。

H28：1,358百万円

完成予定：H30

継続 補助岩手県紫波郡矢巾町
し わ や はば ちょう

河川

床下

286戸

床上96戸

0

100

200

300

400

500

浸
水

戸
数

（
戸

）

事業実施前 事業実施後

家屋の浸水被害を
すべて解消

事業効果

護岸

築堤
横断図

岩
崎
川

上矢次地区

煙山小学校

岩手医科大学

岩手医科大学付属病院
（H30年開業予定）

ドクターヘリ
ヘリポート

また べ え しんでん

又兵衛新田地区

平面図

：浸水範囲（H25.8）

国
道
4
号

岩崎川 床上浸水対策特別緊急事業 L=2,590m

岩崎川

かみ や つぎ

①上矢次地区の浸水状況

泥の痕跡

しも え び ぬまばし

②下海老沼橋の溢水状況

床下浸水

また べ え しんでん

③又兵衛新田地区の浸水状況

河道掘削実施箇所

1

3

2

河川（砂防）

【事業の概要】
・シガクラ沢砂防堰堤の整備により、秋田駒ヶ岳噴火後に発生する土砂の
流出を防止・抑制し、下流域にある新幹線及び国道、人家等を保全します。
・平成28年度は、砂防堰堤の整備を実施します。

八幡平山系直轄砂防事業 シガクラ沢砂防堰堤

継続 直轄岩手県岩手郡雫石町
いわて しずくいしちょう

は ち ま ん た い さ わ

完成予定：H29

H28：719百万円※

シガクラ沢砂防堰堤

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

資10



資10

国道４５号 三陸沿岸道路（吉浜～釜石）
よ し は ま か ま い し

継続 岩手県大船渡市～釜石市 道路 直轄
おおふなと

さ ん り く え ん が ん H28：14,125百万円

開通予定：H30
か ま い し

三陸沿岸道路（吉浜～釜石）は、三陸縦貫自動車道の一部を構成し、東日
本大震災被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形成
する自動車専用道路です。

三陸沿岸道路（吉浜～釜石）の整備により、被
災地の早期復興に寄与するとともに、災害時に
おける代替路の確保が図られます。

国道４５号 三陸沿岸道路（山田～宮古南）
や ま ださ ん り く

三陸沿岸道路（山田～宮古南）は、三陸縦貫自動車道の一部を構成し、東
日本大震災被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形
成する自動車専用道路です。

継続 岩手県下閉伊郡山田町～宮古市 道路 直轄

▲国道４５号の路面崩壊状況（東日本大震災時）

し も へ い

三陸沿岸道路（山田～宮古南）の整備により、
被災地の早期復興に寄与するとともに、災害時
における代替路の確保が図られます。

H28：13,000百万円

開通予定：H29

み や こ み な み

や ま だ ま ち み や こ

三陸沿岸道路（山田～宮古南）

平成２９年度開通予定

山田道路

宮古道路

延長14km

▲三陸沿岸道路(吉浜～釜石)の整備状況

三陸沿岸道路（吉浜～釜石） 延長14.0km
平成30年度開通予定

吉浜IC

（仮）釜石JCT

（仮）釜石南IC

（仮）釜石唐丹IC

か
ま
い
し

か
っ
し

釜
石
市
甲
子
町

第

地
割

（終)

13

大
船
渡
市
三
陸
町
吉
浜

お
お
ふ
な
と

さ
ん
り
く

よ
し
は
ま

(起)

三陸沿岸道路（吉浜～釜石）の整備により、被
災地の早期復興に寄与するとともに、災害時に
おける代替路の確保が図られます。
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国道１０６号 宮古盛岡横断道路（都南川目道路）
みやこもりおか

宮古盛岡横断道路（都南川目道路）は、東日本大震災被災地と内陸との強
力な連携を図り、被災地の早期復興を支援する自動車専用道路です。

継続 岩手県盛岡市 道路 直轄
も り お か

三陸沿岸道路（山田～宮古南）の整備により、
被災地の早期復興に寄与するとともに、災害時
における代替路の確保が図られます。

H28：3,794百万円

開通予定：H31

資10

国道２８３号 釜石花巻道路（遠野住田～遠野）
と お の す み た

継続 岩手県遠野市 道路 直轄
と お の

か ま い し は な ま き

釜石花巻道路（遠野住田～遠野）は、東日本大震災被災地と内陸との強
力な連携を図り、被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワー
クを形成する自動車専用道路です。

H28：5,515百万円

開通予定：H30

と お の

釜石花巻道路
（遠野住田～遠野）

釜石花巻道路（遠野住田～遠野）の整備により、
被災地の早期復興に寄与するとともに、災害時
における代替路の確保が図られます。

と な ん か わ め

平成30年度開通予定

至 釜石

至 花巻

遠野IC

283

釜石花巻道路
（遠野住田～遠野）

延長11km

宮古盛岡横断道路（都南川目道路）の整備によ
り、被災地の早期復興に寄与するとともに、災害
時における代替路の確保が図られます。

▲都南川目道路の整備状況
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▲○○の推移（H○○～H○○）国道4号 岩手4号交差点改良等（青岩地区歩道整備事業）
せいがん

青岩地区歩道整備は国道4号の歩道未整備区間を整備することで、老朽

化により車両通行止めとなっている青岩橋にかわり、安全・安心な歩行空
間の確保を図る事業です。

継続 直轄道路

H28：60百万円

開通予定：－

▲歩道が無い青岩大橋

岩手県二戸市～青森県三戸郡三戸町
にの へ さんのへ さんのへ

県境

現在の歩行者導線

集落

凡　例

至 青森

至 盛岡

歩道が整備されることで安全・安心な歩行空
間が確保されます。

一般国道４号
青岩地区歩道整備

▲○○の推移（H○○～H○○）国道１０６号 宮古西道路
みやこ にし

継続 補助岩手県宮古市
みやこ

道路

H28：3,200百万円

開通予定：－

国道１０６号 宮古西道路は、宮古盛岡横断道路の一部を構成し、三陸沿
岸道路と一体となって交通の円滑化を図ると共に、広域的な交流・連携の
促進や東日本大震災被災地の早期復興を図ることを目的とした自動車専
用道路です。

▲国道１０６号の渋滞状況

至 山田町

地域高規格道路

宮古盛岡横断道路

一般国道１０６号

宮古西道路　L=3.6km

至 盛岡市

JR山田線

JR山田線

至 岩泉町

重要港湾

宮古港

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線

藤原埠頭

中心市街地

宮古駅

宮古中央ｲﾝﾀｰ線　L=600m

県施行 H22.3.21供用

県道宮古港線
小山田橋

田鎖工業団地閉伊川→
花輪橋

閉伊川→

三陸縦貫自動車道

宮古道路　Ｈ２２．３．２１供用

（国土交通省施行）

宮古中央ＩＣ

仮）田鎖ＩＣ

仮）根市ＩＣ

宮古南ＩＣ

宮古大橋

一般県道 花輪千徳線

至 花輪

←
長
沢
川

起点終点

一般国道１０６号

一
般
国
道
45
号

一
般
国
道
45
号

宮古市役所

仮）千徳大橋（国土交通省施行中）

主要地方道宮古岩泉線

一般県道 宮古山田線

至 山田町

宮古市

三陸沿岸道路

宮古～田老（国土交通省施行）

宮古盛岡横断道路

（国土交通省施行）

宮

古

市

千

徳

宮

古

市

根

市

至 山田町

地域高規格道路

宮古盛岡横断道路

一般国道１０６号

宮古西道路　L=3.6km

至 盛岡市

JR山田線

JR山田線

至 岩泉町

重要港湾

宮古港

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線

藤原埠頭

中心市街地

宮古駅

宮古中央ｲﾝﾀｰ線　L=600m

県施行 H22.3.21供用

県道宮古港線
小山田橋

田鎖工業団地閉伊川→
花輪橋

閉伊川→

三陸縦貫自動車道

宮古道路　Ｈ２２．３．２１供用

（国土交通省施行）

宮古中央ＩＣ

仮）田鎖ＩＣ

仮）根市ＩＣ

宮古南ＩＣ

宮古大橋

一般県道 花輪千徳線

至 花輪

←
長
沢
川

起点終点

一般国道１０６号

一
般
国
道
45
号

一
般
国
道
45
号

宮古市役所

仮）千徳大橋（国土交通省施行中）

主要地方道宮古岩泉線

一般県道 宮古山田線

至 山田町

宮古市

三陸沿岸道路

宮古～田老（国土交通省施行）

宮古盛岡横断道路

（国土交通省施行）

宮

古

市

千

徳

宮

古

市

根

市

至 市内

至 盛岡

宮古西道路の整備により、津波被災地の復興
を支援します。

あああ

（青森県30百万円、岩手県30百万円）

開通
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久慈港 湾口地区 防波堤整備事業

湾口防波堤の整備により、背後地域を津波被害（浸水被害）から防護す
るとともに、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全性の向上を
図ります。また、避泊水域※を確保することで沖合を航行する船舶の海難
事故防止を図ります。

湾口地区

N

防波堤

※避泊水域とは、荒天時などに港内に避難してきた船舶が停泊する場所

く じ わ ん こ う H28：5,568百万円

完成予定：H40

継続 直轄岩手県久慈市
く じ

港湾

国営追悼・祈念施設（仮称）整備事業

継続 直轄岩手県陸前高田市高田松原地内
りくぜんたかた たかたまつばら

こくえい

公園

しせつ

東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂や、震災の記憶と教訓の
後世への伝承とともに、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信の
ため、岩手県と陸前高田市と連携の下、県が岩手県陸前高田市高田松
原地区に整備する「高田松原津波復興祈念公園」の中に、中核となる丘
や広場等の施設を整備するものです。
平成２８年度は国営追悼・祈念施設の実施設計等を行います。

完成予定：H32

H28：263百万円ついとう きねん
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄 阿武隈川
あぶくまがわ

下流　河川改修事業(金山
かねやま

地区) 伊具
いぐ

郡丸森町
まるもりまち

H29 (420) 築堤、樋門

河川 直轄 名取川
なとりがわ

　河川改修事業（閖上
ゆりあげ

地区） 名取
なとり

市 H30年代 (273) 基盤盛土 資17

河川 直轄 名取
なとり

川
がわ

　閖上
ゆりあげ

地区かわまちづくり 名取
なとり

市 H35 78 高水敷整正等 資17

河川 直轄 鳴瀬川
なるせがわ

　河川改修事業（吉田
よしだがわ

川中流部）
黒川
くろかわ

郡大和町
たいわちょう

、

大郷町
おおさとちょう H30年代 (2,110) 河道掘削 資19

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

下流　河川改修事業(日根
ひねうし

牛地区) 登米
とめ

市 H30年代 （1,091） 地盤改良、築堤、橋梁架替

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

下流　河川改修事業 石巻
いしのまき

市 H30 （7,712） 液状化対策、堤防嵩上げ 資18

河川 直轄 北上川
きたかみがわ

下流　石巻
いしのまき

地区かわまちづくり 石巻
いしのまき

市 H35 （101） 石積み護岸等 資18

河川
（海岸）

直轄 仙台
せんだい

湾南部海岸　海岸保全施設整備事業
岩沼
いわぬま

市、

亘理郡山元町
わたり　やまもとちょう

－ 698 ヘッドランド等 資19

河川
(ダム)

直轄 鳴瀬川
なるせがわ

総合開発事業 加美
かみ

郡加美町
かみまち － 1,067

本体関連の調査・測量・設計、
水理水文調査、環境調査　等

道路 直轄 国道４号　金ヶ瀬
か な が せ

拡幅
刈田
か った

郡蔵王町
ざおうまち

～

柴田
しば た

郡大河原町
おおがわらまち H30全線 565 調査設計、改良工事 資20

道路 直轄 国道４号　仙台
せ ん だ い

拡幅 仙台
せ ん だ い

市 － 420
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（歌津
う た つ

～本吉
も と よ し

）　　　　　★
本吉
も と よ し

郡南三陸町
みなみさんりくちょう

～気仙沼
け せ ん ぬ ま

市

H30（（仮称）歌津
IC～（仮称）歌津北
IC）

14,864
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（本吉
も と よ し

気仙沼
け せ ん ぬ ま

道路）　　★ 気仙沼
け せ ん ぬ ま

市 H29全線 2,174
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

資20

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（気仙沼
け せ ん ぬ ま

～唐桑
か ら く わ

南
みなみ

）　　★ 気仙沼
け せ ん ぬ ま

市
H31（（仮称）気仙
沼IC～（仮称）気仙
沼港IC）

12,600
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄 国道４５号　三陸
さ ん り く

沿岸道路（唐桑
か ら く わ

北
き た

～陸前高田
り く ぜ ん た か た

） ★ 気仙沼
け せ ん ぬ ま

市 H30全線 3,300
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

道路 直轄
国道４８号　宮城４８号交差点改良等

（作並
さくなみ

地区歩道整備事業）
仙台
せんだい

市 － 42 調査設計、用地補償 資21

道路 直轄 国道１０８号　宮城１０８号電線共同溝（古川
ふるかわ

地区） 大崎
おおさき

市 － 359
調査設計、支障物移設、路面
復旧工事

資21

道路 補助 主要地方道　築館
つきだて

登米
とよま

線（Ⅱ期中田
なかだ

工区） ★ 登米
　と め

市 H29全線 1,000 改良、橋梁工事 資22

道路 補助 一般県道　大島
おおしま

浪板
なみいた

線（浪板
なみいた

工区）　 　★ 気仙沼
けせんぬま

市 － 1,356 用地補償、改良工事

道路 補助 市道　新冨町貞山通
しんとみまちていざんどおり

線　一本松
いっぽんまつ

大橋 塩竃
しおがま

市 － 154 大規模修繕

道路 補助 市道　東町寄井線
ひがしちょうよりい

　枝野
　えだの

橋 角田市
かくだ   

－ 266 大規模修繕

公園 直轄
国営
こくえい

追悼
ついとう

･祈念
きねん

施設
しせつ

（仮称）整備事業

（宮城県石巻
いしのまき

市南浜
みなみはま

地区）
石巻
いしのまき

市 H32 263 実施設計等 資23

港湾 直轄
仙台
せんだいしおがま

塩釜港　仙台
せんだい

港区　中野
な か の

地区

国際物流ターミナル整備事業
仙台
せんだい

市 H29 1,679 岸壁本体工 資22

港湾
直轄
補助

仙台塩釜港
せんだいしおがま

　石巻
いしのまき

港区　雲野
ひばりの

地区

国際物流ターミナル整備事業
石巻市
いしのまき

H32 1,500
直轄：防波堤本体工
補助：浚渫工

空港 直轄 仙台
せんだい

空港　空港整備事業
名取市
なとり

岩沼
いわぬま

市

－ 753 地盤改良 資23

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【宮城県主要継続事業一覧】

★

★

★
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【宮城県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】

仙台空港 空港整備事業
せんだい

【直轄】

仙台塩釜港 仙台港区 中野地区

国際物流ターミナル整備事業

せんだいしおがま せんだい なかの

★

せんだい

【直轄】

仙台湾南部海岸 海岸保全施設整備事業

【直轄】名取川 河川改修事業（閖上地区）
なとりがわ ゆりあげ

【直轄】 ★

北上川下流 河川改修事業
きたかみがわ

【直轄】

鳴瀬川
河川改修事業（吉田川中流部）

なるせがわ

よしだがわ

【直轄】

名取川 閖上地区かわまちづくり
なとりがわ ゆりあげ

【直轄】

北上川下流 石巻地区かわまちづくり
きたかみがわ いしのまき

【直轄】
国道48号 宮城48号交差点改良等
さくなみ

作並地区歩道整備事業

【直轄】
国道4号 金ヶ瀬拡幅

かながせ

【直轄】
国道４５号 三陸沿岸道路

本吉気仙沼道路

さんりく

もとよしけせんぬま

★

【補助】
主要地方道 築館登米線（Ⅱ期中田工区）

つきだてとよま

★

【直轄】
国道108号
宮城108号電線共同溝（古川地区）

ふるかわ

【直轄】
こくえいついとう きねん しせつ

国営追悼・祈念施設（仮称）整備事業
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【事業の概要】

•東日本大震災で甚大な被害を受け、復興まちづくりが進められている名取市
閖上地区において、「河川防災ステーション」・「かわまちづくり」により、復興・再
建を支援します。

【平成28年度の事業内容】
・「河川防災ステーション」は、基盤盛土を実施します。
・「かわまちづくり」は、高水敷整正と堤防階段の整備を実施します。

▲河川防災ステーション整備イメージ（災害時）

名取川 河川改修事業（閖上地区）

継続 直轄宮城県名取市
な と り

な と り が わ

河川

ゆり あげ

完成予定：H30年代

H28：273百万円※

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

名取川 閖上地区かわまちづくり

継続 直轄宮城県名取市
な と り

な と り が わ

河川

ゆり あげ

完成予定： H35

H28：78百万円

【整備効果】

•緊急資材を備蓄し、水防活動の拠点になるほか、津波発生時の避難場所としても機能します。

•河川空間と一体となった賑わいのあるまちづくりにより地域活性化に貢献します。

（水防センター）

（ヘリポート）

（水防作業スペース）

（駐車スペース）

（建設機械活動スペース）

（土砂）

（土砂）

（岩ズリ）

（根固ブロック）

（連節ブロック）

土地区画整理事業【市】

河川防災ステーション

水産加工団地【市】

閖上大橋

中貞山運河

仙台東部道路名取IC

堤防整備
（復旧）

かわまちづくり

▲かわまちづくりによる全体整備イメージ

▲かわまちづくりによる堤防周辺の整備イメージ

N
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北上川下流 河川改修事業

継続 直轄宮城県石巻市
いしのまき

河川

完成予定：H30

H28：7,712百万円※

北上川下流 石巻地区かわまちづくり

継続 直轄宮城県石巻市
いしのまき

い し の ま き

河川

完成予定：H35

H28： 101百万円※き た か み が わ

石巻駅

中瀬

地域住民とのワークショップ

き た か み が わ

石巻市

石巻駅

石巻市役所
◎

東内海橋日和大橋

【凡例】

堤防嵩上げ
液状化対策（地盤改良）

災害復旧事業区間

▽計画高水位

堤防嵩上げ横断図（堤防嵩上げ）

▽計画高水位

横断図（液状化対策） 液状化対策
（地盤改良）

根固

←鋼矢板

堤防

【河川改修事業】
・旧北上川河口部では、東北地方太平洋沖地震と津波や液状化等により
多くの堤防や水門等が被災しました。これらを踏まえて、新たに設定した
計画高にあわせた堤防整備や液状化対策を実施します。

・平成28年度は、堤防嵩上げ及び液状化対策を実施します。

【かわまちづくり】
・旧北上川河口部は、震災からの復旧・復興（新たな堤防整備）にあたって、石巻市の
「いしのまき水辺の緑のプロムナード計画」と連携しながら、市民が集い交流できる水
辺空間や景観に配慮した河川管理施設を整備します。

・平成28年度は、市民部会の開催や関係機関による地区毎の詳細な施設配置などの調
整を図り、築堤整備にあわせて石積護岸や階段等を整備します。

整備イメージ
腰掛けられる
高さの石積み

まち側の整備と川側
のテラスを結ぶ階段

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載
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平成27年9月出水 市街地浸水状況

鳴瀬川 河川改修事業（吉田川中流部）
な る せ が わ

【事業の概要】
・平成２７年９月 関東・東北豪雨の記録的な大雨により、鳴瀬川水系吉田
川では、計画高水位を超過し、堤防を越水するなど大規模な浸水被害が
発生したことから、早急な治水対策を実施し、被害の軽減を図ります。
・平成28年度は河道掘削を推進します。

H28：2,110百万円※

完成予定：H30年代

継続 直轄宮城県黒川郡大郷町～黒川郡大和町
く ろ か わ

河川

よ し だ が わ

おおさとちょう たいわちょう

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

仙台湾南部海岸 海岸保全施設整備事業
せんだい

【事業の概要】

・海岸侵食の著しい、仙台湾南部海岸において、ヘッドランド（人工岬）を整
備し、砂浜の回復を図ります。

・また、浸水被害を軽減する効果等が期待される、粘り強い構造の海岸堤
防（緑の防潮堤）を整備します。

H28： 698百万円※

完成予定： －

継続 直轄宮城県岩沼市～亘理郡山元町
いわぬま わたり やまもとちょう

河川（海岸）

ヘッドランド（宮城県山元町）
中浜工区

笠野工区

蒲崎工区
4.7km

相ノ釜地区

山元海岸
9.2km

岩沼海岸

仙台湾南部海岸
（直轄区間）
13,9km

ヘッドランド整備イメージ

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

H27.9.11撮影

河
道
掘
削

H27.9洪水浸水範囲

H27.9洪水浸水範囲

吉
田
川

河道掘削標準断面図

ＨＷＬ

平水位 河道掘削
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三陸沿岸道路（本吉気仙沼道路）は、三陸縦貫自動車道の一部を構成し、東
日本大震災被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形
成する自動車専用道路です。

国道４５号 三陸沿岸道路（本吉気仙沼道路）
H28：2,174百万円

開通予定： H29

さんりく

継続 宮城県気仙沼市 道路 直轄
けせんぬま

もとよし けせんぬま

▲本吉気仙沼道路施工状況

三陸沿岸道路（本吉気仙沼道路）の整備により、被災地の早期復興
に寄与するとともに、災害時における代替路の確保が図られます。

国道４号 金ヶ瀬拡幅は蔵王町～大河原町内の交通混雑の緩和及び沿道
環境の改善等を目的とした４車線拡幅事業です。

国道４号 金ヶ瀬拡幅
H28：565百万円

開通予定： H30

かな が せ

継続 宮城県刈田郡蔵王町～柴田郡大河原町 道路 直轄
かった ざおうまち しばた おおがわらまち

▲国道４号の混雑状況

金ヶ瀬拡幅の整備により、国道４号の交通混雑
緩和が図られます。

主要渋滞箇所
篭石交差点

平成30年度
4車線開通予定

H28.4
先行開通
予定
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▲○○の推移（H○○～H○○）国道48号 宮城48号交差点改良等（作並地区歩道整備事業）
さくなみ

継続 直轄宮城県仙台市
せんだい

道路

H28：42百万円

開通予定：－

作並地区歩道整備は、国道48号の通学路指定区間になっている、歩道未

整備区間を整備することで、通学児童や作並温泉郷を訪れた観光客などの

安全・安心な歩行空間の確保を図る事業です。

一般国道48号作並地区歩道整備

至山形

至仙台

作並温泉郷

▲風景写真を撮る観光客が危険な状況

通学児童や作並温泉郷を訪れた観光客な
どの歩行者の安全が確保されます。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道108号 宮城108号電線共同溝（古川地区）
ふるかわ

古川地区電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化を図ることにより、安
全で快適な歩行空間を確保並びに震災時における緊急輸送路の確保すると
ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援するものです。

継続 直轄宮城県大崎市
おおさき

道路

H28：359百万円

開通予定：－

電線共同溝の整備により、都市防災を高め、二
次被害を防ぎ、搬送及び避難経路を確保します。

古川地区電線共同溝
延長2.1km(道路延長1.1km)
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（主）築館登米線(Ⅱ期 中田工区)は、みやぎ県北高速幹線道路の一
部を構成し、三陸沿岸道路と一体となって交通の円滑化を図ると共に、
広域的な交流・連携の促進や東日本大震災被災地の早期復興を図るこ
とを目的とした地域高規格道路です。

▲○○の推移（H○○～H○○）（主）築館登米線 （Ⅱ期 中田工区）
つ き だ て と よ ま なかだ

継続 補助宮城県登米市
と め

道路

H28：1,000百万円

開通予定：H29

▲ 現道の大型車すれ違いが困難な状況

けんぽく

みやぎ県北高速幹線道路の整備により、
津波被災地の復興を支援します。

H29開通予定

三
陸
沿
岸
道
路

仙台塩釜港 仙台港区 中野地区 国際物流ターミナル整備事業

継続 直轄宮城県仙台市

せんだいしおがま せんだい なかの

港湾

世界的な船舶の大型化に伴う外貿貨物の増大への対応及び貨物の混
在により発生しているふ頭内での非効率かつ危険な荷役状況の改善を
目的に、新たな国際物流ターミナルを整備します。

H28：1,679百万円

水深14m岸壁の整備により穀物輸送船の満
載入港が可能となり、効率的な輸送が実現

-12m
-14m

【現状】 【将来】積載量制限で
喫水を調整

満載で
喫水調整なし

積載量 55,000㌧
（満載）

積載量 30,000㌧

空き 25,000㌧

▲大水深岸壁の整備効果

せんだい

完成予定：H29

岸壁（水深14m）泊地（水深14m）

航路・泊地（水深14m）
ふ頭用地

N

開通
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大規模地震発生時における空港機能の維持及び航空機の安全な
運航を確保するため、B滑走路の耐震対策を行います。

誘導路舗装の劣化状況

※地盤改良により基本施設の液状化を防止

地盤改良

仙台空港 空港整備事業
せん だい H28： 753百万円

完成予定：－

継続 直轄宮城県名取市～岩沼市
な とり いわ ぬま

空港

航空機の離発着に必要な
機能を確保

Ｂ滑走路

誘導路

国営追悼・祈念施設（仮称）整備事業

継続 直轄宮城県石巻市南浜地内
いしのまき みなみはま

こくえい

公園

しせつ

東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂や、震災の記憶と教訓の
後世への伝承とともに、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信の
ため、宮城県と石巻市と連携の下、県が宮城県石巻市南浜地区に整備
する「石巻南浜津波復興祈念公園」の中に、中核となる丘や広場等の施
設を整備するものです。
平成２８年度は国営追悼・祈念施設の実施設計等を行います。

完成予定：H32

H28：263百万円ついとう きねん
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

　河川改修事業(鷹巣
たかのす

地区)
北秋田
きたあきた

市、

大館
おおだて

市

H30年代 (1,445) 築堤、河道掘削、用地取得 資26

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　河川改修事業（中流部） 大仙
だいせん

市 H30年代 (1,895) 築堤、河道掘削、用地取得 資26

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　自然再生

横手
よこて

市、

湯沢
ゆざわ

市、

大仙
だいせん

市、

雄勝
おがち

郡羽後町
うごまち

H35 27 整備箇所測量設計等

河川 直轄 子吉川
こよしがわ

　河川改修事業(石脇
いしわき

地区) 由利本荘
ゆりほんじょう

市 H30年代 (363) 河道掘削

河川 補助 三種
みたね

川
がわ

床上浸水対策特別緊急事業 山本
やまもと

郡三種町
みたねちょう

H31 600 河道掘削、護岸等 資27

河川
（砂防）

直轄 八幡平
はちまんたい

山系直轄砂防事業（大和田沢
おおわださわ

砂防堰堤） 仙北
せんぼく

市 H30 (447) 砂防堰堤工 資27

河川
(ダム)

直轄 成瀬
なるせ

ダム建設事業 雄勝
おがち

郡東成瀬
ひがしなるせ

村 H36 5,222
付替道路工事、工事用道路工
事、本体関連の調査・測量・設計
等

河川
(ダム)

直轄 鳥海
ちょうかい

ダム建設事業 由利本荘
ゆりほんじょう

市 － 1,664
用地調査、本体関連の調査・測
量・設計　等

道路 直轄 国道７号　遊佐
ゆ ざ

象潟
き さ か た

道路 にかほ市 - 300 調査設計、用地補償、改良工事

道路 直轄 国道７号　二ツ井
ふ た つ い

今泉
い まい ず み

道路
能代
の し ろ

市～

北
き た

秋田
あ き た

市
- 1,005 調査設計、用地補償、改良工事

道路 直轄 国道７号　下浜
し も は ま

道路 秋田
あ き た

市 H31全線 1,556
調査設計、用地補償、改良・橋梁
工事

資28

道路 直轄 国道１３号　河辺
か わ べ

拡幅 秋田
あ き た

市 - 300 調査設計、用地補償、改良工事

道路 直轄 日本海沿岸東北自動車道　本荘
ほ ん じ ょ う

～岩城
い わ き

由利
ゆ り

本荘
ほ ん じ ょ う

市 - 300 改良工事

道路 直轄 国道１３号　横堀
よ こ ぼ り

道路 湯沢
ゆ ざ わ

市 - 100 調査設計

道路 直轄
国道７号　秋田７号交差点改良等

（能代
のしろ

地区線形改良）
能代
のしろ

市 － 510 調査設計、用地補償 資28

道路 直轄 国道７号　秋田７号電線共同溝（長倉
ながくら

地区） 大館
おおだて

市 － 200 調査設計、支障物移設 資29

道路 補助 市道　太子前戸賀沢
た い し ま え と が さ わ

線　中川
なかがわ

橋 秋田
あきた

市 - 180 大規模修繕

道路 補助 市道　川尻
かわしり

新屋
あらや

線　新川
しんかわ

橋 秋田
あきた

市 - 150 大規模修繕

港湾 直轄 秋田
あきた

港　外港
がいこう

地区　防波堤整備事業 秋田
あきた

市 H35 312 基礎工 資29

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【秋田県主要継続事業一覧】
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【秋田県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】

秋田港 外港地区 防波堤整備事業
あ き た こ う がいこう

みたねがわ

【補助】

三種川 床上浸水対策特別緊急事業

【直轄】

雄物川上流 河川改修事業（中流部）
おものがわ

【直轄】
はちまんたい お お わ だ さ わ

八幡平山系直轄砂防事業 大和田沢砂防堰堤

【直轄】

米代川 河川改修事業（鷹巣地区）
よねしろがわ たかのす

【直轄】
国道７号 下浜道路

【直轄】
国道７号 秋田７号交差点改良等
のしろ

能代地区線形改良

しもはま

【直轄】
国道7号
秋田7号電線共同溝（長倉地区）

ながくら

資26

資28
資29

資29

資28

資26
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雄物川上流 河川改修事業（中流部）
お も の が わ

【事業の概要】
・雄物川中流部は、昭和62年洪水により甚大な浸水被害を受け、近年も平
成19年、平成23年と連続して被害を受けていることから、堤防整備等を
実施し治水安全度の向上を図ります。

・平成28年度は、堤防整備や河道掘削等を実施します。

H28：1,895百万円※

完成予定：H30年代

継続 直轄秋田県大仙市
だい せん

河川

整備効果に関する
写真・グラフ等

平成23年6月洪水状況中村芦沢地区【位置図】

大仙地区

堤防整備実施区間
【凡例】

H23年6月洪水浸水範囲
浸水想定範囲

河道掘削実施区間
堤防整備済区間（暫定堤含む）

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載
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Ｒ
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梁
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51.0k

52.0k
53.0k

54.0k

55.0k 56.0k

57.0k
58.0k

外川原①

長坂①

外川原② 外川原③

長坂②

川口(築堤)

早

口

川

H25.8浸水実績

米代川 河川改修事業（鷹巣地区）

【事業の概要】
・米代川では、平成25年8、9月と発生した洪水により、家屋浸水被害を受
けたことから、堤防整備等を実施し治水安全度の向上を図ります。

・平成28年度は堤防整備や河道掘削等を実施します。

H28：1,445百万円※

完成予定：H30年代

継続 直轄秋田県北秋田市～大館市
き た あ き た おおだて

河川

よね しろ がわ

掘削標準断面図
   H.W.L

河道掘削

平水位

た か の す

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

平成25年8月洪水の状況
（鷹巣地区：家屋等の浸水）

H.W.L

6000

1
0
0
0

1
5
0
0

3
5
0
0

H25.8 痕跡水位

築堤標準断面図
築堤

3.5

6.0

1.01.5

単位：m
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三種川床上浸水対策特別緊急事業
み たね がわ

【事業の概要】
・平成25年9月洪水により甚大な被害を被ったことから、平成27年度より
床上浸水被害の解消を目的に河川改修事業を実施しており、早期の浸水
被害解消に向けて河道掘削、護岸等を実施します。

H28：600百万円

完成予定：H31

継続 補助秋田県山本郡三種町
やま もと み たねちょう

河川

写真①

写真②三種川 床上浸水対策事業 L=6,540m

平面図

：浸水範囲（H25.9)
：床上浸水家屋
：床下浸水家屋

実施箇所

みたねがわ

三種川

みたねがわ

三種川

①達子地区溢水状況
た っ こ

②長面地区（三種町）溢水状況
ながおもて

事業効果

0

20

40

60

80
家屋の浸水被害を

すべて解消

床下
29戸

床上
49戸

事業実施前 事業実施後

浸
水

戸
数

（
戸

）

河道掘削

横断図

継続 直轄秋田県仙北市
せんぼく

河川（砂防）

【事業の概要】
・八幡平山系は秋田県・岩手県の2県にまたがり、秋田県側には秋田駒ヶ
岳・秋田焼山の２つの活火山を有します。大量の不安定土砂の流出による
災害防止及び火山噴火による降灰後の降雨に起因する土石流に対し、砂
防堰堤群の整備を行い、大規模な土砂災害被害を軽減します。
・平成２８年度は砂防堰堤の整備を実施します。

【整備効果】
大和田沢砂防堰堤の整備により、土砂流出に

よる被害の軽減を図ります。
（保全対象：人家87戸、秋田新幹線、国道46号、
国道341号）

位置図・写真等

大和田沢砂防堰堤
大和田沢

水沢

下流保全家屋

水沢 大和田沢

さぼうえんていおおわださわ

八幡平山系直轄砂防事業（大和田沢砂防堰堤）
はちまんたい おおわださわ

完成予定：H30

H28：447百万円※

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

大和田沢砂防堰堤整備状況
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国道７号 下浜道路
し も は ま

継続 秋田県秋田市 道路 直轄
あ き た

H28：1,556百万円

開通予定： H31

国道７号 下浜道路は、秋田市下浜地区の交通混雑緩和、事故の減少、
沿道環境の改善を図るとともに、通学路の緊急合同点検等を踏まえ、児童
の安全確保のため通学路の交通安全対策を早期に実施する必要があるこ
とから、抜本的な対策として実施するバイパス事業です。

通学路指定区間
下浜道路の整備により、通過交通が転換する
ことで、歩行者の安全性が向上するとともに、
良好な沿道環境の確保が期待されます。

▲国道７号下浜地区の通学時の状況

平成31年度 2車線開通予定

能代地区線形改良は、急勾配・急カーブがあることで交通事故が発生して

いる区間の線形改良を実施し、交通事故の削減及び交通の円滑化を図る

事業です。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道7号 秋田7号交差点改良等 （能代地区線形改良）
のしろ

継続 直轄秋田県能代市
のしろ

道路

H28：510百万円

開通予定：－

一般国道7号

⾄能代

⾄弘前

詳細図

能代地区線形改良

▲急勾配・急カーブ区間での大型車の
横転による死亡事故

線形不良が解消されることで、交通事故の
削減及び交通の円滑化が期待されます。
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防波堤の整備により、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全
性の向上を図ります。

N

▲効率的で安全な荷役の実現
（外港1号岸壁：コンテナ取扱状況）

N

外港地区防波堤(北)

泊地(水深13m)（消波）

防波堤(第二南)

秋田港 外港地区 防波堤整備事業
あき た が い こ う H28：312百万円

完成予定：H35

継続 直轄秋田県秋田市
あき た

港湾

▲○○の推移（H○○～H○○）国道7号 秋田7号電線共同溝（長倉地区）
ながくら

長倉地区電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化を図ることにより、安
全で快適な歩行空間を確保並びに震災時における緊急輸送路の確保すると
ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援するものです。

継続 直轄秋田県大館市
おおだて

道路

H28：200百万円

開通予定：－

電線共同溝の整備により、都市防災を高め、二
次被害を防ぎ、搬送及び避難経路を確保します。

長倉地区電線共同溝
延長1.6km(道路延長0.8km)
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄 最上川
もがみがわ

上流　河川改修事業（長島
ながしま

地区） 村山市
むらやまし

H29 (1,337) 築堤、用地取得 資32

河川 直轄 赤川
あかがわ

　河川改修事業(中流部) 東田川
ひがしたがわ

郡三川町
みかわまち H30年代 (417) 河道掘削、用地取得

河川 直轄 赤川
あかがわ

　三川町
みかわまち

かわまちづくり 東田川
ひがしたがわ

郡三川町
みかわまち H33 30 管理用通路等

河川 補助 吉野
よしの

川
がわ

河川災害復旧等関連緊急事業 南陽
なんよう

市 H29 1,814 河道掘削、築堤等 資32

河川
（砂防）

直轄 最上川
もがみがわ

水系直轄砂防事業（濁沢
にごりさわ

第８砂防堰堤） 東田川
ひがしたがわ

郡庄内町
しょうないまち

H29 (2,390) 砂防堰堤工 資33

河川
（砂防）

直轄 赤川
あかがわ

水系直轄砂防事業（東大鳥川
ひがしおおとりがわ

砂防堰堤） 鶴岡
つるおか

市 H30 (791) 砂防堰堤工

河川
（砂防）

直轄 月山
がっさん

地区地すべり対策事業
西村山
にしむらやま

郡西川町、
にしかわちょう、

鶴岡
つるおか

市
H30年代 (1,001) 集水井工 資33

道路 直轄 東北中央自動車道　福島
ふ く し ま

～米沢
よ ね ざ わ 福島

ふ く し ま

市

～米沢
よ ね ざ わ

市
H29全線 2,775

調査設計、改良・橋梁・トンネ
ル・舗装工事

資34

道路 直轄 日本海沿岸東北自動車道　酒田
さ か た

みなと～遊佐
ゆ ざ 酒田

さ か た

市～

飽海
あ く み

郡遊佐町
ゆ ざ ま ち - 2,350

調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 東北中央自動車道　米沢
よ ね ざ わ

～米沢北
よ ね ざ わ き た

米沢
よ ね ざ わ

市 H29全線 3,600
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 東北中央自動車道　東根
ひ が し ね

～尾花沢
お ば な ざ わ 東根

ひがしね

市

～尾花沢
お ば な ざ わ

市

H29（（仮）村山
大石田IC～尾花
沢IC）

6,742
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・舗装工事

道路 直轄 国道７号　朝日
あ さ ひ

温海
あ つ み

道路 鶴岡
つ る お か

市 - 675
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道７号　遊佐
ゆ ざ

象潟
き さ か た

道路
飽海
あ く み

郡

遊佐町
ゆ ざ ま ち - 300

調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道１３号　泉田
い ず み た

道路 新庄
し ん じ ょ う

市 - 880
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道４７号　新庄
し ん じ ょ う

古
ふ る

口
く ち

道路
新庄
しんじょう

市

～最上
もがみ

郡戸沢
とざわ

村

H29最上郡戸沢村
津谷～最上郡戸沢
村古口

2,015
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道４７号　余目
あ ま る め

酒田
さ か た

道路
東田川郡
ひがしたがわ

庄内町
しょうないまち

～酒田市
さかた H29全線 4,366

調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事
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道路 直轄 国道４７号　高屋
た か や

道路
最上
も が み

郡

戸沢
と ざ わ

村
- 1,720

調査設計、用地補償、トンネル
工事

道路 直轄 国道１１３号　梨郷
り ん ご う

道路
長井
な が い

市

～南陽
な ん よ う

市
- 1,023

調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道１１２号　霞城
か じ ょ う

改良 山形
や ま が た

市 H31全線 1,191
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

資35

道路 直轄
国道１１３号　山形１１３号交差点改良等

（南陽
なんよう

歩道整備事業）
南陽
なんよう

市 － 222 調査設計、用地補償 資35

道路 補助 国道２８７号　米沢
よねざわ　

長井
　ながい

道路
米沢市
よねざわ

～長井市
ながい － 1,300 改良工事

道路 補助 国道４５８号　本合海
もとあいかい

バイパス
最上郡
もがみ

～大蔵
おおくらむら

村
－ 290 改良工事

港湾 直轄
酒田
さかた

港　外港
がいこう

地区

国際物流ターミナル整備事業
酒田
さかた

市 H31 1,600 防波堤本体工 資36

港湾 直轄 酒田
さかた

港　予防保全事業 酒田
さかた

市 H30 200 老朽化対策（岸壁、泊地）

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【山形県主要継続事業一覧】

資30



【山形県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】

酒田港 外港地区
国際物流ターミナル整備事業

さ か た がいこう

よしのがわ

【補助】

吉野川 河川災害復旧等関連緊急事業

【直轄】
がっさん

月山地区直轄地すべり対策事業

【直轄】
もがみがわ にごりさわ

最上川水系直轄砂防事業 濁沢第８砂防堰堤

【直轄】
国道４７号 余目酒田道路

【直轄】
国道113号 山形113号交差点改良等
なんよう

南陽歩道整備事業

あまるめさかた

【直轄】
東北中央自動車道 福島～米沢

ふくしま よねざわ

もがみがわ

【直轄】

最上川上流 河川改修事業（長島地区）
ながしま

【直轄】
国道112号 霞城改良

かじょう

資36

資34

資33

資33
資32

資35

資35
資34

資32
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最上川上流 河川改修事業（長島地区）
も がみ がわ

【事業の概要】
・平成25年7月洪水は家屋浸水被害が発生したことから、堤防を整備し、治
水安全度の向上を図ります。
・平成28年度は堤防整備を実施します。

完成予定：H29

継続 直轄山形県村山市
むら やま

河川

なが しま

平成25年7月19日 洪水状況

平成25年7月19日 洪水状況

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

H28：1,337百万円※

【浸水被害】
（平成２５年７月１９日洪水）

・床下浸水 4戸

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業
よし の がわ

【事業の概要】
平成25年7月豪雨及び平成26年7月豪雨により2年連続で甚大な被害を
被ったことから、上流の災害関連事業と一体となって河川改修事業を実施
しており、早期の浸水被害解消に向けて河道掘削、築堤等を実施します。

H28：1,814百万円

完成予定：H29

継続 補助山形県南陽市
なん よう

河川

<赤湯地区>
あかゆ <宮内地区>

みやうち
<大橋地区>
おおはし

写真①

写真②

<椚塚地区>
くぬぎづか

A

A’

吉野川 河川災害復旧等関連緊急事業 L=9.0km

直
轄
界 金
山
橋

下
流

実施箇所

：浸水範囲（H25.7）
：浸水範囲（H26.7）

実施箇所

平面図

事業効果

復緊事業
L=9.0km

直轄管理区間

災害関連事業
L=1.8km

1,550

1,750

1,950

2,150

2,350

H26 完了(H29)

床下
2,174戸

床上151戸

家屋の浸水被害を
すべて解消

①家屋浸水状況 ②市道妹背橋 流木による河積阻害
いも せ ばし

事業実施前 事業実施後

浸
水

戸
数

（
戸

）

築堤

護岸
河道掘削

護岸

築堤

横断図

標準断面図

6.0

単位：ｍ
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山形県西村山郡西川町、鶴岡市

集水井整備状況

最上川水系直轄砂防事業 濁沢第８砂防堰堤
も が み が わ

【事業の概要】
・平成23年5月に発生した大規模崩壊により多量の不安定土砂が堆積して

いる濁沢において、下流への土砂流出による被害を防止するため、砂防
堰堤を整備します。

H28：2,390百万円※

完成予定：H29

継続 直轄山形県東田川郡庄内町
ひがしたがわ しょうないまち

河川（砂防）

にごりさわ

崩落箇所

濁沢第５砂防堰堤

濁沢川

本
沢

濁沢第７砂防堰堤（建設中）

立谷沢川

濁沢第２砂防堰堤

濁沢第４砂防堰堤

濁沢第１砂防堰堤

濁沢第８砂防堰堤（建設中）

Ｈ５崩落箇所

タキノ台地すべり

池ノ台地すべり

月山

大規模崩壊後の立谷沢川流域濁沢

崩壊地

濁沢

最上川合流点付近には土砂が堆積

立谷沢川

最上川
国道４７号

ＪＲ陸羽西線

至：酒田

至：新庄

崩壊地の状況

月山地区地すべり対策事業
H28：1,001百万円

完成予定：H30年代
にしむらやま にしかわまち

月山地区

上村・関谷集落

至 酒田市

東北横断自動車道

国道112号(自動車専用道路）

月山

国道112号

志津温泉

弓張平公園

↑至 山形市

湯殿山

湯殿山神社
多層民家

月山スキー場

志津

田麦俣

湯殿山スキー場

東北横断自動車道

つ る お か し

が っ さ ん

継続 河川（砂防） 直轄

地すべり対策概要図

※上記の事業費は、当該水系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

【事業の概要】

・地すべり被害から西川町志津地区・鶴岡市田麦俣地区の集落及び温
泉等観光施設、重要交通網である国道112号、自動車専用道路への影
響を未然に防止するため地すべり対策事業を実施します。
・Ｈ２８年度は、集水井工・床固工・排水路工等の工事を実施します。
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余目酒田道路は、新庄酒田道路の一部を構成し、山形県最上地域と庄内
地域間を連携する広域交通網の形成及び、国道４７号の交通事故対策及
び、国道７号を含む並行現道の交通混雑の緩和を目的とする道路です。

国道４７号 余目酒田道路
あまる め さ か た

継続 山形県東田川郡庄内町～酒田市 道路 直轄
ひがしたがわ しょうないまち さかた

しんじょう もがみ しょうない

▲大宮交差点の混雑状況

H27：4,366百万円

開通予定：H29

余目酒田道路の整備により、交通混雑の緩和が図
られ交通事故の減少が期待されます。

東北中央自動車道 福島～米沢
ふくしま

継続 福島県福島市～山形県米沢市 道路 直轄
ふくしま ふくしま やまがた よねざわ

H28：9,320百万円

開通予定：H28、H29

よねざわ

福島～米沢間は、東北中央自動車道の一部を構成し、広域的な交流・連
携の促進及び国道１３号の事前通行規制区間や豪雪等による冬期交通
障害を回避し、災害時の安定的な道路交通を支える代替性の確保を目的
とした高規格幹線道路ネットワークを形成する自動車専用道路です。

（福島県6,545百万円、山形県2,775百万円）

福島～米沢間の整備により、災害時において
も安定的な道路交通ネットワークの構築が図
られます。
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ながまち H26：285百万円

▲○○の推移（H○○～H○○）国道113号 山形113号交差点改良等（南陽歩道整備事業）
なんよう

南陽歩道整備は、国道113号の通学路指定区間において、歩道が狭い区
間を拡幅することで、安全・安心な歩行空間の確保を図る事業です

継続 直轄山形県南陽市
なんよう

道路

H28：222百万円

開通予定：－

さ か た こ う がいこう

南陽高校

南陽

市役所

赤湯中学校

113

113

沖郷中学校

沖郷小学校

至

　

新

潟

至

　

相

馬

凡例（歩道整備状況）

※幅員は有効幅員

未 設 置

２ ． ０ m 未 満

２ ． ０ m 以 上

通 学 路
（ 法 指 定 ）

一般国道113号
南陽歩道整備

▲歩道が狭く通学児童が危険な状況

通学児童などの歩行者の安全が確保されま
す。

継続 山形県山形市 道路 直轄
やまがた

国道１１２号 霞城改良は、山形市中心部の交通混雑緩和、交通事故の
減少、狭小歩道幅員の解消を図ることを目的とした４車線拡幅事業です。

かじょう

▲国道１１２号山形市内の
交通混雑の状況

主要渋滞箇所

城北西交差点

城北交差点

旅篭町交差点

大手町交差点

文翔館西交差点

国道１１２号 霞城改良
か じょう

霞城改良の整備により、交通混雑緩和、交通事故の減少
などが図られます。

▲国道１１２号山形市内の
通学の状況

Ｈ２５開通済み区間

H28：1,191百万円

開通予定：H31

平成31年度開通予定
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防波堤の整備により、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全
性の向上を図ります。また、避泊水域※を確保することで沖合を航行する
船舶の海難事故防止を図ります。

▲荒天時の港内状況

※ 避泊水域とは、荒天時などに港内に避難して
きた船舶が停泊する場所

N

北港地区

本港地区

防波堤(南)

泊地（水深14m）

防波堤(第二北) 岸壁（水深14m）

酒田港 外港地区 国際物流ターミナル整備事業
さかた がい こう H28：1,600百万円

完成予定：H31

継続 直轄山形県酒田市
さか た

港湾
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事業名 市町村名
完成･開通
目標年度

H28事業費
（百万円）

H28事業内容 備考

河川 直轄
阿武隈川

あぶくまがわ

上流　河川改修事業

（本宮左岸
もとみやさがん

地区）（浜尾遊水地地区）

本宮
もとみや

市、

須賀川
すかがわ

市

H30、
H30年代

(1,869)
樋門、橋梁架替、用地取得
遊水地内掘削

資39、資40

河川 直轄 阿武隈川
あぶくまがわ

上流　本宮
もとみや

地区かわまちづくり 本宮
もとみや

市 H36 5 管理用階段等 資39

河川
（砂防）

直轄 阿武隈川
あぶくまがわ

水系直轄砂防事業（塩の川
しお　   かわ

第７砂防堰堤） 福島
ふくしま

市 H30 (842) 砂防堰堤工 資40

道路 直轄 国道１２１号　湯野上
ゆ の か み

バイパス
南
みなみ

会津
あ い づ

郡

下郷
し も ご う

町
ま ち - 400

調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道４号　鏡石
か が み い し

拡幅
岩瀬
い わ せ

郡

鏡石町
か が み い し ま ち

H31鏡石町中央～
鏡石町高久田 570

調査設計、用地補償、舗装工
事

資41

道路 直轄 国道４号　伊達
だ て

拡幅
伊達市

だ て

～

伊達郡
だ て

国見町
く に み ま ち - 450

調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道１３号　福島
ふ く し ま

西
に し

道路(Ⅱ期) 福島市 - 400
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道６号　常磐
じ ょ う ば ん

バイパス いわき市 H29全線 1,772
調査設計、用地補償、橋梁工
事

道路 直轄 国道１１５号　相馬
そ う ま

福島
ふ く し ま

道路（相馬
そ う ま

～相馬
そ う ま

西
に し

）　　　★ 相馬
そ う ま

市 H30全線 7,515
調査設計、用地補償、改良・
橋梁・トンネル工事

資41

道路 直轄 国道１１５号　相馬
そ う ま

福島
ふ く し ま

道路（阿武隈東
あ ぶ く ま ひ が し

～阿武隈
あ ぶ く ま

）★
相馬
そ う ま

市

～伊達
だ て

市
H29全線 2,230

調査設計、改良・橋梁・舗装工
事

道路 直轄 国道１１５号　相馬
そ う ま

福島
ふ く し ま

道路（霊山
り ょ う ぜ ん

道路）　　　　　  ★ 伊達
だ て

市 H29全線 6,170
調査設計、改良・橋梁・トンネ
ル・舗装工事

資42

道路 直轄 国道３９９号　十文字
じゅうもんじ

改良 いわき市 － 738 調査設計、改良・トンネル工事

道路 直轄
国道１３号　福島１３号交差点改良等

（大町
おおまち

地下横断歩道整備事業
じぎょう

）
福島市
ふくしま

H29 198 用地補償、改良工事 資42

道路 直轄 国道４号　福島４号電線共同溝（松浪町
まつなみちょう

地区） 福島市
ふくしま

－ 180 支障物移設、本体工事 資43

道路 補助 国道１２１号　下郷
しもごう

田島
た じ ま

バイパス
南会津郡下郷町
みなみあいづ　しもごうまち

～南会津町
みなみあいづまち - 240 調査設計 資43

港湾
直轄
補助

相馬
そうま

港　３号ふ頭地区

国際物流ターミナル(耐震)整備事業

相馬
そうま

市

新地
しんち

町
まち

H32 481 直轄：上部工、消波工

港湾 直轄
小名浜
おなはま

港　東港
ひがしこう

地区

国際物流ターミナル整備事業
いわき市 H30 9,418 岸壁本体工、浚渫工 資44

※　★の事業は、復興庁からの配分事業である。

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【福島県主要継続事業一覧】

★

★

★

資37



【福島県の主な継続事業位置図】

凡　　　　例

河 川 事 業

道 路 事 業

港湾・空港事業

都市・住宅事業

営 繕 事 業

【直轄】

小名浜港 東港地区
国際物流ターミナル整備事業

お な は ま こ う ひがしこう

★

【直轄】
あぶくまがわ しおのかわ

阿武隈川水系直轄砂防事業 塩の川第７砂防堰堤

【直轄】

阿武隈川上流 河川改修事業（本宮左岸地区）
あぶくまがわ もとみやさがん

【直轄】

阿武隈川上流 本宮地区かわまちづくり
あぶくまがわ もとみや

【直轄】

阿武隈川上流 河川改修事業（浜尾遊水地）
あぶくまがわ はまお

【直轄】
国道４号 鏡石拡幅

【直轄】
国道13号 福島13号交差点改良等
おおまち

大町地下横断歩道整備事業

かがみいし

【直轄】
国道115号 相馬福島道路

相馬～相馬西

そうまふくしま

そうま そうまにし

★

【補助】
国道１２１号 下郷田島バイパス

しもごうたじま

【直轄】
国道115号 相馬福島道路

霊山道路

そうまふくしま

りょうぜん

★

【直轄】
国道4号
福島4号電線共同溝（松浪町地区）

まつなみちょう

資40

資39

資39

資41

資40

資44

資42

資41

資43

資42

資43
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阿武隈川上流 河川改修事業（本宮左岸地区）

【事業の概要】
・本宮左岸地区は、堤防の高さが計画より低く、これまで度々浸水被害を
受けてきたことから、河川改修事業により治水安全度の向上を図ります。
・本事業箇所は、住宅や商店が密集する本宮市の中心市街地と隣接して
いるため、まちづくりと一体となり、かわまちづくりを展開していきます。
・平成２８年度は、河川改修で「樋門及び橋梁架替、用地取得」、かわまち
づくりでは「まちとかわの連絡路（階段）」を整備します。

継続 直轄福島県本宮市
もとみや

河川

完成予定：H30年代

H28：1,869百万円※

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

阿武隈川上流 本宮地区かわまちづくり

継続 直轄福島県本宮市
もとみや

河川

完成予定：H36

H28：5百万円

▲ 河川改修事業・かわまちづくりイメージ ▲ 一部完成した堤防と階段整備イメージ

も と み や さ が んあ ぶ く ま が わ

も と み やあ ぶ く ま が わ

本宮駅

水辺に近づける階段（国）

中心市街地の
街路整備（県）

本宮の
新しい玄関口

水と緑の歩行者ネットワーク

管理用通路の
歩車道分離（国）

まちづくりと一体となった整備イメージ

水際の散策路（国）

気軽に散策できる案内板（国）

河川改修イメージ

本宮左岸地区（左岸） 堤防整備

本宮市
もとみやし

Ｎ

阿武隈川道路

樋門

築堤

用地
取得

堤防整備が完成したＡゾーン

Ａゾーン
堤防整備完成

階段イメージ

阿
武
隈
川

橋梁架替

▽計画高水位

東北本線

もとみやえき

Ｂゾーン Ｃゾーン

県街路事業

平成14年7月台風6号洪水

左岸 Ｃゾーン（太郎丸地区）
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▲ 平成23年9月洪水状況（須賀川市釈迦堂川合流点）

継続 直轄福島県須賀川市 河川

阿武隈川上流 河川改修事業（浜尾遊水地） 完成予定：H30

H28：1,869百万円
※

す か が わ

は ま お

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

あ ぶ く ま が わ

【事業の概要】
平成23年9月洪水では、資産・家屋が集中する郡山・須賀川市街地区間
において、計画高水位を超える出水となり浸水被害が発生したことから、
浜尾遊水地の洪水調節容量を拡大（掘削）し、下流市街地部の浸水被害
を軽減します。

浜尾遊水地
遊水地内掘削

こ お り や ま

浜尾遊水地 遊水地内掘削
▽計画高水位

平成23年9月洪水状況

未来大橋

須賀川市
す か が わ し

遊水地内 掘削

浜尾遊水地

は ま お

は ま お

は ま お

▲ 遊水地内 掘削のイメージ
し ゃ か ど う が わ

阿武隈川水系直轄砂防事業 塩の川第７砂防堰堤

継続 直轄福島県福島市
ふく しま

あ ぶ くま がわ

河川(砂防)

しお かわ

完成予定：H30

H28：842百万円※

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載

想定はん濫範囲

荒川流域

福島市街地

塩の川
第7砂防堰堤

福島市街地 斜め写真

福島県庁
福島市役所

▲吾妻山

荒川流域

須川→

福島市街地

福島県

塩の川第７砂防堰堤

須川流域

福島市役所

福島県庁

松川流域

山形県

【事業の概要】

塩の川上流吾妻山の火山噴火による土砂災害から、福島市街地、東北
自動車等の重要交通網を保全するため、砂防堰堤を整備します。
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国道４号 鏡石拡幅は鏡石町内の交通混雑の緩和及び沿道環境の改善を
目的とした４車線拡幅事業です。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道４号 鏡石拡幅
かがみいし

継続 直轄福島県岩瀬郡鏡石町
いわせ かがみいしまち

道路

H28：570百万円

供用予定：一部H31

相馬福島道路（相馬～相馬西）は、東日本大震災被災地と内陸との強力な
連携を図り、被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを
形成する自動車専用道路です。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道１１５号 相馬福島道路（相馬～相馬西）
そうま ふくしま そうま そうま

継続 直轄福島県相馬市
そうま

道路

H28：7,515百万円

供用予定：H30

鏡石町
役場

鏡石拡幅 延長4.5km

４ JR東北本線

118

岩
瀬
郡
鏡
石
町
久
来
石

岩
瀬
郡
鏡
石
町
高
久
田

い
わ

せ

か
が
み
い
し
ま
ち
た
か
く
だ

い
わ

せ

か
が
み
い
し
ま

ち
き

ゅ
う

ら

い
し

（終）（起）

（
一
）
成
田
鏡
田
線

Ｔ′ 10 ＝23,798（台/日）

混雑度＝1.66

４
主要渋滞箇所
不時沼交差点

主要渋滞箇所
鏡石役場前交差点

延長2.3km

平成31年度
開通予定

▲国道4号の渋滞状況118

鏡石拡幅の整備により、国道４号の交通混雑緩
和が図られます。

相馬福島道路（相馬～相馬西）の整備により、
被災地の早期復興に寄与するとともに、災害
時における代替路の確保が図られます。
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相馬福島道路（霊山道路）は、東日本大震災被災地と内陸との強力な連携
を図り、被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを形成
する自動車専用道路です。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道１１５号 相馬福島道路（霊山道路）
そうま ふくしま りょうぜん

継続 直轄福島県伊達市
だて

道路

H28：6,170百万円

供用予定：H29

▲霊山道路 整備状況

至 福島

至 相馬

▲○○の推移（H○○～H○○）国道13号 福島13号交差点改良等（大町地下横断歩道整備事業）
おおまち

継続 直轄福島県福島市
ふくしま

道路

H28：198百万円

開通予定：H29

大町地下横断歩道整備は、福島市中心部において、地下横断歩道のバリア
フリー化を図り、安全・安心な歩行空間の確保を図る事業です。

一般国道13号
大町地下横断歩道整備

▲急勾配（勾配50％）な階段

県庁・市役所及び総合病院を訪れる歩行者
の利便性が向上します。

相馬福島道路（相馬～相馬西）の整備により、
被災地の早期復興に寄与するとともに、災害
時における代替路の確保が図られます。

平成29年度開通予定

● 曲線半径≦150m
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▲○○の推移（H○○～H○○）国道１２１号 下郷田島バイパス
しもごう たじま

国道１２１号下郷田島バイパスは、会津縦貫南道路の一部を構成し、現道
の特殊通行規制区間や防災危険箇所、線形不良箇所などを回避し、安全
で円滑な交通を確保すると共に、高次救急医療施設へのアクセス性向上を
目的とした地域高規格道路です。

継続 補助福島県南会津郡下郷町～南会津町
みなみあいづ しもごうまち

道路

H28：240百万円

開通予定：－
みなみあいづまち

下郷田島バイパスの整備により、脆弱な
広域連携軸の強化を図ります。

▲○○の推移（H○○～H○○）国道4号 福島4号電線共同溝（松浪町地区）
まつなみちょう

松浪町地区電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化を図ることによ
り、安全で快適な歩行空間を確保並びに震災時における緊急輸送路の確
保するとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援するもの
です。

継続 直轄福島県福島市
ふくしま

道路

H28：180百万円

開通予定：－

電線共同溝の整備により、都市防災を高め、二
次被害を防ぎ、搬送及び避難経路を確保します。

松浪町地区電線共同溝
延長1.1km(道路延長0.6km)
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資源・エネルギー等の広域的、効率的な海上輸送ネットワークの拠点と
なる大型輸送船に対応した国際物流ターミナルを整備します。また、耐震
強化岸壁を整備することにより、災害時にも継続的な物流を確保します。
平成28年度は、 臨港道路を完成させます。

N

東港地区

航路(水深19m)
航路(水深18m)

航路・泊地(水深18m)中央防波堤

岸壁(水深18m)(耐震)

護岸(防波)

臨港道路
（平成28年度完成）

小名浜港 東港地区 国際物流ターミナル整備事業
お な は ま ひがしこう H28：9,418百万円

完成予定：H30

継続 直轄福島県いわき市 港湾

▲東港地区の整備状況

H27.12撮影

臨港道路
橋梁延長：927m

（PCエクストラドーズド橋）

岸壁（水深18m）（耐震）
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